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こ
の
.こ
と
は
、
自
然
發
生
的
に
.起
.る
國C

相
剠
の
様
相
を
と
る
場
合
が
あ
る
が
、
か
，く
の
ご
と
'き
場
合
に
、戰
爭
相
手
國
の
思
想
戰
的
要
因
.$
:
動
か
す
こ
-と

が

、

可

能

、で

あ

る

。

そ

*

'
れ
に
對
しV

は
、
議

的

ま

I

I

的
に
、
そ
の
思
親
的
策
動
I

f

 

虜
れ
が
•な
い
で
|

い
。>

ゅ
る
第
五
列
の

經
濟
敌
的
歡
•は
、
こ
の
方
面
に
向
ふ
も
の
で
あ
る
。
こ
.の
，
種

の

經

驗‘の
乏
，し
い
國
民
の
間
に
あ
つ
て
は
、
自
己
が
正
當
敦
主
張
と
し

'  

.

: 

/ 

, 

• 

、
，

 

' 

' 

'  

• 

J

て
考
へ
つ
、
あ
る
も
の
が
、
案
外
に
相
手
國
に
忒
つ
て
利
用
せ
ふ
れ
て
.^
る
場
合
が
な
い
.
‘で
^
な
い
で
あ
ら
ぅ
°.
こ
の
こ
と
は
、
戰
爭
. 

經
濟
體
制
の
起
^S

れ
，と
な
つ
て
現
は
れ
る
も
の
で
あ
る
。
わ
’れ
わ
れ
の
嚴
に
螫
戒
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
點
で
為
ス
。•  

相
手
阈
に
對
す
る
經
濟
戰
爭
の
最
も
具
體
的
&
も
の
パ
は
、
そ
の
國
に
對
す
る
輸
出
入
、
並
に
爲
替
資
金
に
關
す
る
制
限
ま
灰
は
禁
止 

政
策
で
あ
る
。
へ
こ
れ
は
、
武
力
職
と
同
時
に
金
般
的
に
行
は
れ
る
も
の
で
あ
；
が
：'
武
力
戰
以
前
：̂
お
い
て
も
、
t j
は
れ
：て
*

q

る
,
そ 

の
笫一

は

.\
赴
商
に
對
す
石
制
限
で
あ
る
。

も
レ
，兩
國
の
間
に
、
通
商
條
約
.の
や
ぅ
な
も
の
が
息
る
と
す
れ
ば
、
キ
れ
を
廢
棄
す
.る 

こ
と
も
、
そ
の
，方
法
，で
あ
り
、
無
滌
約
狀
態
の
、
何
等
枸
萊
を
受
け
な
い
狀
態
に
お
い
て
、
重
要
物
資
：に
關
す
石
輸
出
入
め
經
濟H

作 

.

を

行

，ふ

こ

と

で

念

る

。

.資
金
の
問
題
は
、例
へ
•ば
一
國
が
國
際
金
融
決
濟
市
場
で
ぁ
る
と
ぃ
ふ
ゃ
ぅ
な
場
合
、
そ
の
||
)
場
に
ぉ
け
る
相
手

國
の
金
融
操
作
を
馨
す
る
こ
と
も
い
そ
のr

つ
で
あ
^
う
o
進
ん
，で
、
相
乎
國
の
資
金
良
對
し
て
積
極
的
枸
束
を
與
へ
る
こ
.と
も
3 

來
る
で
、あ
ら
う
.0
と
の
政
於
が
高
度
に
達
す
名
と
き
、
輸
出
入
に
對
す
る
■ L

般
的
激
止
と
な
つ
て
ノ
湘
手
國
の
戰
爭
準
備
を
^
®
す
石

こ
と
と
な
る
o 

.

.

,

、
 

>

■

こ
-
,.-,-
-
-
-
,
.-
-:-
■.':
.■,
 

.
V
.
1'
ゾ

さ
う
い
冬
い
ろ
い
.ろ
‘の
，經
濟
戳
爭
.に
對
應
す
る
こ
と
•はr

現
在
の
わ
れ
.わ
..れ
の
任
務
で
な
け
.れ
ば
な
ら
な
.い
0
わ
れ
わ
れ
は
V
わ
が 

經
濟
力
を
燴
强
し
"
現
在
ょ
り
も
、一
層
の
戰
爭
觀
濟
能
力
を
作
る
ベ
ぎ
内
外
に
一
旦
る
經
濟
作
觐
を
撕
て
な
け
れ
ば
な
.ら
，な
い
.0:
現
在
の 

•緊
迫
し
.て
.ゐ
る
狀
勢
に
お
い
て
.，
と
.れ
に
對
應
す
る
.最
薺
の
政
策
を
樹
立
じ
.、
1
つ
.て
、
匕
.れ
に
，對
應
し
な
げ
れ
ば
な
ら
ぬ
。
經
濟
戰 

郇9

耍
締
は
'
武
カ
戰
の
そ
れ
と
異
'る
こ
と
は
な
い
’。
そ
、の
要
諦
は
、
孫
文
の
言
葉
に
ょ
く
表
現
さ
れ
て
ゐ
る
。
‘

.

’

门
，故

に

用

兵

の

法

た
.る
、其
の
‘來
ら
ざ
る
を
恃
む
•ど

と

な

く

、
吾

，が

以

て

之

に

待

つ

あ

る

を

恃

む

o
其
の
攻
め
ざ
る
を
恃
む
匕
と
•な
ぐ
、

-.、-
.
て.
.

、
...：

. 

-

表-.-' 

-■.
•

吾
.が
攻
む
可
.ち
ざ
る
所
あ
.る
を
恃
.
^
り
0」

、
 

. 

* 
.* .

'  

, 

.

.

-
 

.

. 

.

孫
子
の
い
ふ
上
<1
ろ
は
、
武
力
の
’，充
..實
’に
於
る
の
だ
が
-.
>
こ
の
，言
葉
は
、
ま
^
經
濟
戰
爭
.に
，，つ

い

て

も

、

そ
め
：
ま

ぐ

當

.て
は
ま
る
'0

自
國
の
經
濟
力
並
に
經
胤
體
制
を
充
隻
す
る
と
と
は
、
攻
攀
國
を
し
て
、
攻
む
ベ
か
ら
ざ
る
こ
と
を
意
識
せ
し
む
る
こ
と
*た
。
經
濟
戰

.こ-.
;.. ;

..
■、, .'̂
.
:
:
;,
.. .... 

く'.::
1
..

)

,-
-

.

.

.
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r:
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,-.■'
..:■
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ニ，
.
.-;
'
:
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■:
■:■
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ン 
ノ.
。一

x 

.. .:'
:
.
..'
;
. 

.ハ■:
■
:
-
.-
ぐ-
.
-

爭
對
策
の
耍
諫
も
，
.ま
た
そ
こ
に
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
. °
; 

\

/

.

. 

ニ 

. 

•-.
.<
' 

\

 

:

,
> 

.

太
平
评
の
酪
迪
ぱ
、
ア
メ
'リ
ヵ
帝
國
主
轉
の
-攻
勢
に
、
..そ
の
要
因
が
あ
る
。
.現

在

の

，段

階

に

，到

達

す

る

ま

.で
_に
は
ノ
長
い
時
：

E

を
經

過
し
て
.ゐ
.る
が
、■.現
在
.で
は
*
そ
の
最
後
.

9
、

段
階
の
‘L

步
手
前
に
ま
で
來
て
ゐ
各
や
う
だ
-o
太
.平
洋
：
の

問

題

は

、

ア
メ

 

9
ガ
命

衆

_

に

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.
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.
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.
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.
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.

.

.

.

 

-

…  

:

、
 

太
案
禁
戰
論 

：

：

，

’ 

.

.

■-
五 

'.(

ー
.四

^ .



太

苹

洋

緣

零

-

, 

\
 

.

.

‘，

.
 

べ
六
■' 

(

一
 

五Q
)

. 

封
じ
て
’は
、
そ
の
屬
領
フ
ィ
リ
.̂

ビ
ン
の
■問
題
.で
あ
り
、
こ
れ
を
，中
心
と
す
る
南
洋
領
域
-の
問
題
で
，あ
る
o'.
te
に
支
那
大
陸
の
問
題
で 

‘

る
0
支
那
，が
問
題
« :
ニ
十
世
紀
1
殊

に

日

氣

戰

爭

以

後

に

魟

い

，て
、
チ

.メ

.リ
為
側
が
’攻
勢
を
ど
.り

.0
、
.、
現
在
忙
い
た
り
、
南
洋
の

-
.';
•
A-V」

-'
 

.

.

ベり*.-
'■;
:
■■
/.
.
 

'

•.
'••，
'へ、'.
'

」

，.：vv
.
;r.
,-
'.
•̂

.'
rr:.. 
.
.
+:.t.
'
'r;
-:
:
.'
 ,

*
v

-.
.い.•-
;

.
•/
:
、'- 

•:■
• 

..V:.  

,.•
'.
.
.
.
. 

.

.

.

:

,

入へ.■•
•.-.■-,  

■

••
•.
.'•
-
.-
. 

.

.

.

.
-

問
題
は
>'
日
木
の
南
進
政
策
、と
と
も
に
問
題
に
な
っ
て
ゐ
る
。

’

.

-

,

h

 
メ
リ
，力
合
衆
國
.は
、
，そ
の
萆
命
建
國
の
.當
時C

獨
立
宣
言
は
.
七
七
六
年)

か
ら
支
那
贸
易
に
利
益
钇
持
っ
で
ゐ
た
。
當
時
、
大
西 

洋
岸
.の
十
.三
洲
の
.植
民
地
が
北
米
-の
中
心
地
で
.あ
っ
.て
、
そ
'れ
は•

ア
パ
ラ
W
T
山
脈
を
西
方
の
境
と
し
て
、
大
西
洋
岸
に
い
た
る
狹
；
 

.小
の
地
域
で
あ
っ
た
‘。
こ
の
ア
パ
ラ
、v<
x
a l
«

れ
木
材
は
造
船
用
材
と
し
‘ズ
好
適
で
あ
っ
た
た
め
と
V
大

西

洋

を

隔

，て
.弋
の
•ョ
ー
T*
ッ 

パ
と
の
交
通
が
濒
次
盛
と
^
っ
た
た
め
に
.、
造
，船
業
は
*'
大
西
洋
岸
の
1.大
企
業
と
な
づ
.た

.°
そ
上
で
造
船
せ
ら
れ
た
も
の
は
、
各
種
- 

•の
用
涂
に
用
ゐ
.ら

れ

た

が

、

そ

の

が

に

は

"

ア

フ
リ
カ
希
望
蜂
を
廻
っ
て
、
印
度
並
に
支
那
に
達
し
、
質
易
に
從
■
し
た
も
の
も
あ
つ

/ 

:、
.

，

、•

 

.

 

I 

.

‘た
。
そ
の
主
な
も
，の
ば
、
廣
東
の
支
那
質
^
で
^ .
っ
.た
が
、
そ
れ
拉
ョ
ー
ロ
ッ
バ
へ
の
仲
繼
ぎ
貿
易
で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
鼢
に
多

大
な
利
益
を
與
へ
、
‘蒞
い
ア
メ
リ
カ
資
本
，主
義
の
蓄
，積
の一

っ
の
源
泉
と
な
っ
.た
も
の
.で
あ
る
。

•■‘

、
，
と

の

狀

熊

は
> 
第
十
九
世
紀
の
前
半
を
通
じ
て
行
は
れ
て
ゐ
た
。
從
っ
て
、
そ
の
場
合
は
、
，大
西
洋
と
印
度
洋
と
南
支
那
海
が
問
題

.
と
尨
る
に
過
ぎ
な
か
'っ
た
し
、-'阿
片
戰
_
當
時
に
.い
た
る
ま
で
(0
.
ブ
メ
リ
.カ
の
亥
那
質
易
は
、
政
治
的
要
素
を
.含
む
こ
•と
な
く
*
純
粹

な
經
濟
的
意
、龜
の
み
で
あ
つ
た
.。

、こ

の

點

に

お

い

て

、

'ィ
ギ
リ
ス
'の
政
治
的
な
の
と
對
照
的
で
あ
っ
た
。
し
か
る
に
M

ア
メ
リ
カ
大
陸 

J»
;l
!>

.
に
.お
け
る
两
'漸
猶
動
が
漸
次
に
.泡
行
_し
て
、
大
西
洋
焊
か
ら
南
部
ア
メ
リ
カ
並
に
北
部
ア
メ
リ
カ
を
通
じ
て
、
ミ
シ
シ
ッ
ビ
■ィ
河
を
越 

ベ

、
な
.ほ
西
進
し
、

ロ
'ツ
キ
•丨
山
を
越
へ
て
、
太
平
洋
岸
に
‘出
た
の
は
、
第
十
丸
世
紀
の
中
頃
で
.あ
る
。
そ
れ
•.に
は
、
ニ
つ
の
原
.因
が
.

あ
つ
た
。
そ
の
一
っ
は
、
；力
‘リ
フ
ォ
ル
“ー
ア
に
.お
け
る
金
鑛
の
發
見
で
あ
り
、
そ
の
第
二
は
、
北
太
西
洋
に
：お
.け
名
腙
族
が
、：
北
太
平 

洋
k
移
り
、
こ
の
企
業
が
北
太
平
洋
を
中
心
と
、し
、て
行
は
れ
る
杧
至
つ
た
こ
と
だ
。
と
の1

1

っ
，の
誘
，因
は
、
支
那
貿
易
に
っ
い
て
も
變 

化
を
辦
ら
し
た
。
大
西
洋
•印
度
泮
•m-
支
那
海
を
通
じ
て
、
廣
東
の
潘
に
A :
る
ょ
り
は
h
カ

リ

フ

ォ

.ル
'
一
 

ア
の
沿
岸
か
ら
太
平
洋
を
橫 

斷
し
て
、
柬
支
挪
の
沿
岸
に
出
-る
こ
-と
が
、.
距
■離
の
點
'に
お
い
て
有
利
.の
.こ
^
戈
。
そ
と
に
、
.こ
め
支
那
貿
為
と
北
太
爷
洋
の
捕
鯨
業
. 

と
の
た
め
‘に
'

八
五
三
年
コ
ン
マ
ン
、グ
ア
％
へ
リ
ー
に
ょ
石
日
本
開
國
，の
要
'求
'が
行
は
れ
た
の
で
，あ
，る
。
ベ
リ
ー
の
日
本
開
國
の
要
求 

は
多
く
の
.政
治
.的
意
味
を
持
ち
、
且
っ
政
治
的
手
段
を
用
ゐ
た
。
そ
れ
は
、
.，合
衆
國
が
東
Is
.に
對
し
て
延
ば
し
た
と
こ
ろ
■.の
政
治
的
觸
.

.
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.
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V
.:.

.;.  

:
.
.
•

、

手
，の
第1

# .
で
あ
っ
た
A
い

ふ

べ

き

で

あ

，ら

ぅ
？
：

' 

• 

'

し
か
し
な
が
ら
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
亂
の
國
內
開
發
の
'要
求
か
、
そ
の
瑕
度
が
甚
し
く
肩
灰
‘っ
た
の
で
、
第
十
九
世
紀
の
終
末
杧
い
た 

る
ま
.で
、
國
外
問
題
に
對
す
.る
關
心
.は

ー

低

如

っ

た

と
'い
ク
て
ょ
い
で
あ
^;
ぅ
。
し
か
る
に
第
十
九
世
紀
の
終
末
に
い
.た
％
と
、
ア
メ 

1
カ
國
内
開
發
办
問
題
は
、J

應
終
結
®
に
到
達
し
*
,
少
く
と
'も

ょ

り

一

層

の

開

發

：の
た
め
に
、，は
、

市

場

ま

た

は

植

民

地

を

海

外

に

持

- 

た
ね
ば
な
ら
な
い 
と
い 
ふ
願
望
が
發
生
し
. て
來
た
。
. ア
メ
リ
カ
帝
國
主
義
の
大
陸
以
外
へ
の
觸
手
の
第一

步
P
あ
名
。

.

ア
メ
リ
カ
帝
國 

主
義
は
、
現
在
の
北
'ア
メ
1;
-
カ
大
睦
に
お
け
る
’合
衆
國
領
域
内
に
‘.お
け
る
ア
メ
4
カ
•
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
族
の
征
服
と
メ
キ
シn

領
に
對

す
‘る
侵
略
，に
.始
ま
っ
た
の
で
あ
る
が
、
第
十
九
泄
紀
の
終
末
か
ち
第
ニ
十
他
勒
の
初
葉
に
か
け
て
、
特
殊
め
色
彩
を
持
っ
•に
至
っ
た
。
-

< 

. 

■  

,

:

.

,

.そ

れ

は

、
，
中

南

米

へ
.の
人
口
を
支
配
す
名
カ
リ
ブ
海
領
練
に
對
す
る
僵
略
と
太
平
徉
へ
ひ
侵
略
.で
あ
る
。
米
西
戰
爭
は
、
そ
の
た
め
に

.

:.

.

.* 

■ 

. 

•  

- 

*  
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.

.

.
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隊
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。
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.
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(

1

1

.

)

米
西
戰
筚
に
よ
つ
て
、
カ
リ
：フ
海
の
キ
^
丨
バ
を
ズ
べ
十
ン
か
^
獨
‘立
也
し
め
て
、
そ
.の
支
配
r

r
置

き

、
、
.東

洋

.に

おW
て
は
、
•
フ 

ィ
リ
ッ
ピ
ジ
群
島
を
割
譲
せ
し
め
セ
、
'そ
の
櫚
民
地
.と
し
，た

.,
0
,
そ
の

|«
^
广ヮ
ィ
主
.國
-の

獨

立

を

侵

し

て

、

そ

如

を

：
そ
の
.版

圖

の

中

に
人
れ
て
ゐ
る
。
そ
れ
は
、
北
來
大
陸
の
北
端
ア
ラ
ス
力
の
ロ
シ
J
か
ら
欐
*x
と
と
も
に
.、
太
平
洋
家
配or,

體
f

整
へ
.た
，も
の
だ

o

. 

. 

• 

<
. 

... 

< 

. 

; -*
■-
 

-.-•
•
•

 

• 

... 

•• 

, 

' 

•
: 

• 

- 
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.

ア
メ
リ
カ
合
衆
國
は
、
米
西
戰
郇
に
よ
つ
て
、
フ
ィ
9
ッ
ピ
、ン
.を
領
有
す
る
.こ
と
と
.な
つ
た
が
、
支
那
大
陸
に
對
す
る
工
作
，に
は
、
，
 

多
分
S

ち
遲
れ
が
あ
る
。

この
ま
遲
れ
を
塡
補
し
よ
ぅ
と
す
ー
る
も
の
が
.、
.ジ
ョ
ン
•
へ
ィ
國
務
長
官
の
機
#
均

等

•
門

戸

開

放

政

策 

(

オ
ー
ブ
ン
*
ド
ア
'«
ド
ク
ト
，リ
>)

で
あ
る
。
.そ
れ
は
、列
强
に
.よ
る
豪
に
對
す
る
勢
力
範
圍
の
設
定
を
.否
觉
ず
る
も
の
で
は
な
い
が
、
.'
 

そ
の
勢
力
範
圍
内
に
お
い
•て
も
、
プ
メ
リ
カ
<
:
の
商
業
的
活
_
が
，均

等

め

诹

极

を

受

く

べ

き

こ

'と
を
要
求
し
た
。
そ
れ
は
一
九
o
〇
年 

の
こ
.と
だ
。
、

- 

■ 

■ 

■

. 

>

ぞ

の

後

、

一

九

〇

五*
ハ
年
'
0
^
露
戰
爭
並
に
そ
の
終
末
に
.い
た
ネ
ま
.飞
の
合
衆
國
は
、
支
那
<
對
す
る
と
同
様
、
同
愦
の
態
度
を
日
本 

に
も
採
つ
て
ゐ
た
o
し
か
る
に
、
日
露
戰
带
直
後
か
ら
、
日
-*
の
眺
廣
は
-對

立

す

る

に

至

つ

て

ゐ

，
る
.°
そ
れ
は
、
T
メ
リ
力
.が
日
本
の 

ロ
シ
ア
.か
.ら

得

た

滿

洲

の

利

權

，に

對

し

て
、-

干
涉
的
態
度
に
出
た
.か

ら

で

あ

る

。
.
ハ
リ
マ
シ
の

.南

道

買

收

針

■
、が
、
そ
の
最
初 

で
あ
り
；
そ
の
炎
敗
の
後
に
お
い
て
は
、
二
九
ニ
ー
年
に
い
た
る
ま
で
、
國
務
長
官
ノ
ッ
ク
ス
は
滿
洲
鐵
道
中
立
問
題
を
主
張
し
て
"

ロ
本
と
：

I

シ
ア
.と
を
外
交
的
に
接
近
せ
し
め
る
原
因
を
作
つ
て
ゐ
る
6 

.
ョ
ーa

,

ッ
パ
.火

戰

當

時

，に
お
*い
て
は
、
わ
が
對
支
二
十一

ケ
條
問
題
-を
中

心

と

；し

て

、
.當
時
の
.駐
支
ブ
メ
リ
叻
大
使
は
>
活
動
を
行 

ひ
、.

ア
、メ
リ
.力
政
府
も
列
國
に
働
き
か
け
て
ゐ
た
が
、
こ
れ
は
表
面
的
に
な
る
こ
と
を
恐
れ
た
。
し
か
る
に
.
"
3-
l
a
ツ
バ
大
戰
以
後

に
お
い
て
は
、
ヮ
シ
ン
ト
レ
軍
縮
#
議(.1

九
.二
一
年)

を
中
心
と
し
て
-.日
•本
の
大
陸
政
策
を
後
退
せ
し
め
る
外
交
^

^
を
採
つ
た
。

同
：醫

/
に
當
ら
し
め
た
の
で
あ
る
o
こ
の
形
勢
は
、.
支
那
國
民
黨
政
府
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
主
張
を
支
援
す
■る
.こ
と
に
ょ
つ
て
、
對
日
本
攻
勢

.

.

.

 

•

 
-

 

■

 

•

 

.

を

激

成

せ

し

め

る

こ

，と

に

貢

献

し

た

。

一
九
一

一

七

牟

に>
け
る
蔣
介
石
■を
中
心
と
.す
る
國
民
政
府
の
成
立
す
る
に
及
ん
セ
、.
ア
メ
リ
カ 

は
、
か
か
I
中
央
政
權
を
確
立
せ
し
め
、
そ
れ
と
の
結
合
に
•ょ
石
對
日
攻
勢
を
策
し
、
そ
.の
勢
カ
の
‘影
響
は
、遠
く
東
三
省
に
及
ん
で
、
 

張
作
霖
爆
死
後
の
•後
繼
者
張
學
良
を
煽
動
し
、
.あ
ら
ゆ
る
點
、に
叙
い
て
、
-わ
が
坐
命
線
滿
洲
.に
お
.い
て
さ
へ
、
對
日
攻
勢
を
採
ら
し
め
.

.
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•

る
に
至
つ
た
。
か
か
を
支
那
に
お
3
る
排
0
的
民
族
主
義
運
動
と
こ
：れ
を
支
援
す
石
外
國
勢
カ
I

即
ち
英
米
勢
カ
の
煽
尠
が
遂
に
滿 

洲
政
權
と
日
木
と
.の
衝
突
1
惹
起
せ
し
め
た
の
で
あ
つ
吖
、
そ
れ
が
滿
洲
禀
變
だ
。
ご
の
'戰
ひ
ば
上
海
に
.及
ぶ
に
至
つ
て
、
•
ア
メ
リ
.力
.，
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^
露
脅
敖
汗
渉
的
態
度
を
規
ば
し
-:
':
當
時
.：
の
：國

務

長

尊

囊

承

ス

德

，_
.
バ
機

.

:

.

.
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對
日
一
戰
を
も
睹
す
る
勢
を1

不
し
た
の
で
あ
石
が
、
.7

ラ
.ッ
ト
提
督
の
提
言
に
.ょ
つ
て
武
カ
的
干
涉
を
思
ひ
_止
‘つ
た
こ
と
は
、
人
の
知

る
と
，こ
ろ
で

^

-

る
。 

/. 

, 

- 

, 

■ 

• 

• 

\ 

•
•

滿
洲
窜
變
は
、'  

日
本
，の
對
外
關
係
に
お
い
て•

正
に
劃
期
的
意
義
を
持
つ
.も
の
で
あ
る
か
、
こ
の
事
變
を
中
心
と
し
て
，
ア
,
リ
4

の
I

I

す
る
;

ま
た
は
攻
勢
は
f

い
I

が
I

。.

こ
の
攻
勢
は
、
I

8

S

い

て

奮

國
際
聯
盟
を
中
心
.と
す
^
日
.本
の
•大
陸
的
行
動
の
肌
.止
運
動
.で
•あ
つ
た
io,更

に
玄
那
..に
對
す
る
政
治
經
濟
釣
支
援
と
な
つ
で
現
は
れ
て

• 

■

:
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.-■

■ 

.
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-
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ゐ
る
。
借
款
'の
締
結
、
武
器
の
供
與
、
對
日
抗
議
な
ど
に
、
そ
れ
は
繰
り
返
•さ
れ
.て
ゐ
る
。
f 
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パ
し
か
レ
がi

ら
？
木
栳
的
經
濟
戰
爭
の
實
行
は
-、
支
那
事
變
第
‘三
年
目
の
.日
米
乱
商
航
海
條
約
の
廢
棄
の
通
吿
を
も
つ
て
始
ま
つ
て 

ゐ
る
o

' 

-  

‘ 

< 

- 

•

. 

/ 
r

 

ニ
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.日
米
通
商
航
海
#
^
の
駿
棄
通
告
は
：
•昭
和
十
四
年
六
月
一一

十
五
旧
に
な
さ
れ
だ
が
、
そ
れ
ま
で
に
，ぃ
た
る
ア
メ
リ
カ
の
態
度
は
、 

政
治
は
政
治
、
商
象
は
商
業
と
い
ふ
極
め
'て
ア
メ
.リ
カ
人
ら
し
_い
態
度
.を
も
つ
て
進
ん
.で
來
た
。
滿
洲
事
變
以
後
ア
メ
リ
カ
商
社
、
•殊 

•に
‘相
滿
：々
油
業
者
ひ
活
動
が
、
滿
洲
國
の
石
油
専
寶
的
制
度
ゆ
採
用
に
ょ
つ
て
、

)

存
立
.の
.余
地
の
>
く
な
つ
た
と
と
に
對
し
て
、
機
會 

'

均
等
！
：
戶
開
放
の
•主
張
を
繰
り
返
し
'て
來
た
，が
"
滿
洲
國
の
經
濟
開
發
の
進
行
と
と
も
に
、
•ア
メ
リ
カ
の
對
1

勒
は
、
著
し
く
增
加 

し
た
の
で
、*

抗
議
は
抗
議
士
し
て
、
質
易
は
實
行
し
來
つ
た
。
更
に
.支
那
^
變
の
進
行
は
、
ア
メ
リ
カ
h
り
す
る
軍
需
資
材
の
輸
入
を 

激
增
し
だ
Co
.
,で
あ
る
が
、
そ
の
.狀
態
に
對
し
..て
.
決
し
て
阻
止
的
態
度
に
は
出
な
か
つ
.た
の
だ
。
，彼
等
は
貿
易
を
貿
易
ど
し
て
、
處
理
，
 

,

し
.て
來
た
.1
.、
,-
-あ
を
點
に
お
ぃ
て
は
、朿
>11
|1貿
易
の
最
大
の
顧
探
で
.あ
る
日
本
を
失
ふ
.こ
.と
を
、
恐
れ
る
や
ヶ
な
態
度
さ
へ
み
次
令
の
で 

あ
る
。
そ
れ
は
、
ア
メ
リ
カ
の
.景

氣

が

、

一

九

三

七

年

に

至

つ

て

著

し

く

下

^
:
^
態

に

陷

つ

た

と

 

>
ふ
こ
と
も
あ
ら
ぅ
。
こ
の
狀
態
に 

.對
す
る一

つ
.の
刺
戟
は
、
日
本
に
對
す
る
輸
出
で
あ
つ
た
こ
と
に
も
ょ
る
？
當
時
の
ア
メ
.リ
カ
經
濟
狀
態
は
、
對
S
經
濟
攻
勢
に
出
る 

'
こ
，と
.を
闲
難
な
ら
，し
め
て
ゐ
た
。

.

し
か
る
に
、
.世
界
政
治
の
情
勢
は
い
一
九

三九
年
に
人
つ
て
著
し
く
進
展
し
た
。
ド
ィ
ツ
の
中
歐
に
お
，け
.る
•攻
勢
は
、

一  

I
I一一八哔 

三
月
に
始
ま
つ
.た
の
で
あ
る
：が
、.1

.

九
三
九
苹
四
月
ま
で
に
、
オ
ー
ト
ス
、リ
ア
、
ズ
デ
ー
テ
ン
、
チH

ス
コ■

•
ス
，ロ
ヴ
r

キ
ア
の
問
題
を

處
理
わ
、
蒂
し
-く
戰
備
を
盤
へ
る
と
同
時
に
’
獨
饼
權
軸
を
强
化
し
、
更
に
と
れ
に
日
本
を
加
盟
せ
し
め
ょ
ぅ
と
し
て
ゐ
る
o

そ
こ
に
、

批
典
政
治
の
坶
衡
問
題
が
.

S

っ
て
來
て
ゐ
た
の
で
..あ

る

,°
そ
の
樞
軸
加
盟
'問
題
を
中
心
と
し
て
、
日
米
通
商
航
海
條
約
の
.發
棄
S
吿
と 

な
っ
て
來
た
。
そ
れ
ぱ
六
ヶ
月
の
，期
間
を
持
ク
て
ゐ
る
。.
.そ
の
間
に
、
饊
ソ
不
可
.侵
條
約
問
題
■が
，あ

り

、

日

本

の

植

軸

强

化

の

問

題

が 

,應
御
破
箅
と
な
っ
た
の
で
あ
.る
が
"
明
和
十
五
年1

月H

十
六
日
か
ら
日
米
通
商
條
約
は
、常
全
.に
廢
棄
せ
ら
れ
、
い
•は
ゆ
-る「
I
の
日 

そ
の
日
政
策」

と
稱
す
る
機
看
主
蘼
的
政
策
が
採
ら
る
1.
に
至
っ
、た
0 

•
、

.

.

.
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:

日
米
間
に
無
條
約
散
態
が
繼
續
す
る
こ
と
六
ヶ
月
、
そ
の
間
に
お
い
て
、
ョ
ー
ロ
ッ
パ
.狀
勢
に
は
.大
き
な
，變

化

が

起

っ

た

。

同

年

四

月

ド
イ
ツ
は
ノ
ー
ル
ウH

作
戰
に
成
功
し
、
五
月
に
め
、
オ
ラ
.ン
ダ
、.
べ
ル
爷
1
作
戰
に
人
り
、
フ
ラ
ン
ス
は
征
服
さ
れ
|>
六
月
中
旬
贮

. 

'  

. 

. 

- 

.
 

_ 

,

至
つ
て
、
フ
.ラ
ン
ス
は
F
イ
ツ
‘の
軍
門
に
降
つ
た
o
電
擊
，戰

の

效

果

に

世

界

が

眼
を
み
は
つ
た
と
ぎ
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
の
い
ふ「

ラ
イ 

ン
の
~國境

.；

は
完
金
に
突
破
さ
れ
ノ
イ
ギ
y-
ス
軍
は
*
グ
ン
ケ
ル
ク
か
ら
命
か
ら
が
ら
、
イ
ギ
リ
ス
本
.土
に
還
つ
た
。
こ
の
ド
イ
ツ
の
^

來
は
、
，世
#
に

再

，び

波

紋

を

描

い

，て

ゐ

る

。

日

獨

樞

輸

問

題

が

再

び

問

題

と

さ

れ

る

。
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:

そ
の
と
き
イ
ギ
リ
ス
拨
助
に
肚
を
決
め
た
合
衆
國
は
、
日
本
に
對
す
る
新
し
v>
經
濟
戰
爭
の
覽
行
に
移
っ
た
の
だ
。

.

.

. 

昭
和
十
五
年
七
月
五
日
杧
國
财
資
材
輸
出
取
締
法
を
制
宛
し
、
軍
需
品
*.
原
料
品
*機

械

類

钇

、

そ

の

取

締

對

象

と

し

た

。
_
こ
れ
に
ょ 

つ
て
、
七
月
ニ
.十
五
日
に
は
•石
油
並
に
同
製
品
•曆

鐵

に

對

し

て

輸

出

許

可

制

を

實

行

し

，た
。

三
®

條

約

が

締

結

ふ

れ

た

と

と

に

ょ

っ
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)/

て
、I.

旦

閉

鎖

さ

れ

た

V

ル

マ

•
ル

ー

ト
■が
、
.十
，月
十
六
日
に
再
開
ぶ
れ
る
の
を
機
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
は
、
西
半
浓
並
.に
_イ

ギ

リ

ス

を
 

除
外
し
て
屑
鐵
の
輸
出
を
禁
止
し
た
。
と
の
こ
と
は
、
勿
論
日
本
5:
-對
象
と
し
た
も
の
だ
。
そ
れ
.は
、
元
.メ
リ
.カ
合
衆
國
の
輸
出
屑
键
，

太
平
洋
經
濟
戰
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5

0
’

‘
の
四
ニ
^
が
、
日
本
(H
i
け
.で
'あ
る
狀
態
に
.ょ

，つ

て

も

明

白

で

あ
.る
。
こ
-の
，外
"
オ
ク
タ
ン
價
の
高
い
石
油
並
に
ガ
ジ
リ
ン
の
輸
出
禁
止
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へ,-
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.
パ

•:'
V'..
.

.
.が
、
日
本
め
'軍
事
沾
動
を
抑
制
し
、
、H,

作
機
械
.'の
燊
輸
が
、
わ
が
軍
需
生
產
力
の
擴
充
を
妨
害
.す
る
に
あ
る
と
と
は
い
ふ
ま
で
4
な
い
。

. 

. 

:
 

.

さ
办
い
ふ
重
要
問
題
以
外
に
' 
ア
メ
リ
.カ
當
局
の
：輸
出
禁
此
ま
た
は
.許
可
制
の
.表
に
上
<?
て
ゐ
る
軍
需
資
材
*
»料
な
ど
は
.
百
數
十
品 

目
に
達
し
て
ゐ
る
。
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單
に
.そ
れ
の
み
で
は
な
い
。
現
在
問
題
に
な
つV

ゐ
る
の
、
は

、
在

米

日
■本
資
余
の
凍
結
問
題
で
あ
る
。

も
レ，
ア
メ
リ
ヵ
金
融
市
場 

に
持
つ
て
.ゐ
る
わ
が
资
金
が
凍
結
せ
ら
る
V
に
至
れ
ば
、
そ
れ
は
、
わ
ボ
阈
に
對
す
る
一
，層
大
き
な
攻
擊
で
あ
る
。
貿
易
資
金
は
勿
_
 

,—

こ
れ
は
政
府
弛
に
民
.間

質

易

業

者

：の
有
す

.る
も
の
ぃ—

そ
の
他&

在
米
邦
人
.
’の
財
®
に
ま
で
及
ぶ
な
ら
ば
、
そ
の
額
は
、
少
い
も
办 

で
は
な
い
。
單
に
質
易
資
金
に
つ
い
て
み
て
も
1
資
金
の
凍
結
は
'
對
日
本
輸
出
の
金
般
的
禁
止
を
意
味
す
る
も
の
で
.あ
る
。
そ
の
點 

に
到
達
す
る
か
否
か
は
、

一

に
大
統
領
ル
.丨
ズ
ヴH

ル
ト
の
裁
斷
如
何
に
懸
づ
て
ゐ
る
も
の
で
あ
る
が
、
現
在
の
情
勢
を
も
つ
て
す
れ 

ば
、
樂
觀
は
許
さ
れ
な
い
狀
態
で
あ
る
。

——
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か
く
の
ご
と
く
輸
出
許
可
制
ま
た
ば
禁
止
制
か
ら
往
笊
資
命
凍
結
の
寧
備
に
至
る
ま
で
の
ア
メ
リ
ヵ
の
政
策
を
み
る
と
、
盡
く
政
治

• 

. 

•  

- 

■ 

>
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.

.

.

. 

•

的
見
地
に
立
つ
て
、
そ
の
た
め
に
經
濟
を
利
用
し
て
ゐ
る
00
で
あ
る
。
そ
れ
は
正
に
經
濟
戰
爭
の
範
疇
に
屬
す
る
行
動
で
‘あ
る
。
ア
メ

- 

- 

,
.
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.
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リ
.力
は
、
通
商
航
海
霖
の
廢
槳
を
通
吿
し
て
か
ち
、着
々
經
濟
戰
爭
の
實
行
に
槔
り
つ
、
あ
る
。
.そ
し
て
‘、
か
か
る
經
濟
戰
爭
の
寊
行
. 

は
わ
が
國
に
と
つ
t
は
'
武
力
的
攻
擊
に
劣
ら
な
い
影
響
を
持
つ
て
ゐ
る
。

と
の
ア
メ
リ
ヵ
の
經
濟
戰
爭
に
呼
應
し
，て
、
日
本
に
對
し
て
、
經
濟
戰
を
敢
行
し
つ
、
あ
る
’も
の
に
、
.て
キ
リ
.ス
帝
國
が
あ
る
。
ィ 

ギ
リ
ス
は
？
日
露
戰
爭
前
後
扒
ら
日
英
同
，盟
の
締
結
に
ょ
つ
て
、
日
本
の
'武

力

に

ょ

づ

て

、

そ

の

東

：他

に

お

け

I
權

益

を

擁

_

增

進

し

ノ
 

て
ゐ
た
の
で
あ
る
が 

> 
第
一
次
世
#
戰
爭
後
、
ヮ
シ
ン
.ト
ン
會
議
に
際
し
て
、
同
盟
を
駿
棄
し
て
，、
東
亜
に
對
し
て
、
英
米
‘協

同

行

動

‘

-• 
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:
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-
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.
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し.，
'..

:へ
：に
出
續
备
|
|̂
.
免
增
通
て
來
龙
ザ
_
國

國

民

黨

，
の

撫

承

：注

：沿

岸

咬

ぉ

#

在

:#
.
:英
運
動
當
勝
_

%

屯
は
"
：南 

' へ，

を
も
つ
て
’
.砲
擊
に
出
て
以
来
、
國
民
黨
首
腦
部
と
の
©
.

協

成

立

し

、、
國

民

政

府

支

持

の

態

度

を

現

は

し

、
.中

國

民

族

運

動

の

排

外

的

,
 

，‘氣
運
並
に
運
動
を
日
本
に
向
.け
し
む
る
や
ぅ
に
仕
向
け
た
。
そ
の
點
k
お
い
て
、
英
米
は
同
一
の
態
度
を
禅
つ
.た
。

ベf

: I
.め
英
米
'の
®
同德：

の勢遵：
米

. 

'  '  

. 

.

.

.

. 

'V  

. 

.
,.
•'• 

: 

. 

•

.•
•.
 

.V 

-!.
 

. 

. 

- 

. 

.... 

:•
•.
 

.....

••
.ゾ
*

..V  

.. 

.

.
:

;•
..•
-r...

 
.
■■

:
■■

:...
 

> 

- 

.

.

.

. 

. 

.. 

. 

'•
 

.... 
.
-
 

r
.
.
.•'‘-.
.... 

•

•-
•..
 

....

府

の

强

力

化‘で

あ

つ

た

。

「

ィ
、
ギ.リ
ス
極
東
外
交
政
策」

の
著
者《

ッ
パ
ー
ド
は
、
當
時
の
ィ
ギ
リ
ス
外
交
に
つ
い
て
、
次
の
や
ぅ
に
い 

つ
て
ゐ
る
o 

' 

* 

•

; 

. 

.

.

「

，ィ
ギ
リ
ス
は
、

,九

ニ

五

丄一

六

年

の

激

し

、い
反
，英

運

動

，に

遒

！

&
し

た

と

き

，
單
獨
，
に

獨

自

の

政

.府

方

針

を

斷

行

せ

ざ

る

を

得

な

か

-  

パ:
つ
た
の
で
あ
名
が
、
：
と
含
の
.外
相
オ
1
-
ス
チ
ン
•
チ

JC
.
.ン
バ
.ア
；レ
ン
は
、
か
か
る
方
针
を
大
膽
に
作
成
4
た
？

一
 

九
ニ
六
ギ
十
二
月
十

八
‘日
■ヮ
シ
ン
ト
：ン
條
約
締
結
國
政
府
に
通
達
し
斧
彼
の
覺
書
に
ょ
、つ
て
、•

チ
.

H

ン
：パ
ア
レX

は
、
支

那

の

條

約

改

訂

要

求

の

正

當

性
• 

-
を
承
認
し
”

嚴
重
に
條
約
權
益
.を
、王
張
せ
.る
他
來
の
.態
度
を
放
棄
せ
る
旨
を
言
明
し
た
0

チH

ン
バ
ア
レ
ン
め
言
葉
を
借
り
れ
ば
、
.

『

强
力
な
名
中
央
政
府
の
：樹
立
.を

待

，つ
と
.と
^
ぐ
、.
ま
た
.そ
れ
を
主
張
す
る
.と
と
，な

く

」

ィ

ギ

リ

ス

政

府

は

、

.
公

ゅ

る「

不

平

等

降.
‘
_

S 

. 

.-  

こ 

.

，約
し
の
漸
次
的
解
消
I

行
S

し
o
か
く
て
I

の
完
全
な
る
泰
I

s

を

援

学

べ〜

計
畫
し
た
の
I

つ
た
。，
/ :
ィ
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-
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太
平
洋
鸫
濟
蛾
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四
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五<
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,

ギ
リ
ス
政
府
ば
.
'
遲
滯
な
ぐ
、
そ
.の
寬
行
を
開
始
し
，た
9
即
ち
國
税
自
主
權
を
移
讓
し
ノ
海
外
法
權
撤
廢
交
渉
を
開
始
す
る
こ
と
に 

■よ
-つ
て
«,
最
初
に
支
那
の
新
國
民
政
府
を
承
認
し
*
同
時
に
、
漢
ロ
お
よ
び
九
江
の
ィ
ギ
.リ
ス
租
界
I
,
那
政
俯
に
返
還
し
た
の
で
'

t
o
.」

:  

,
 

•
•

丨
 

t 

•

‘
と
の
と
と
は
、
何
を
意
味
す
る
か
。
そ
れ
は
、
ィ
ギ
リ
ス
-と
中
國
國
.民
黨
の
棑
英
運
動
と
の
妥
協
で
あ
り
、
中
國
政
府
を
强
化
す
る

と
と
に
よ
つ
て
、
日
本
，の
大
.睦
進
出
を
阻
1
し
、
卵
國
の
民
族
運
動
の
•鉢
先
を
日
本
.に
向
け
し
め
、る
も
の
で
あ
る
。
か
く
の
ご
と
き
政

. 

. 

, 

. 

.

. 

:

• 

■
.

.
策
は
、
一
九
.三
.一
苹
秋
の
滿
洲
事
變
に
よ
つ
て
確
立
.さ
れ
た
と
み
る
べ
き
‘で
あ
ら
'ぅ
。•
滿
洲
'事
變
に
お
け
る
ィ
ギ
リ
-ス
の
態
度
は
、支
那
.
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.

に
同
情
を
持
ち
溆
が
ち
、
そ
の
言
論
に
お
い
て
國
際
聯
盟
に
お
け
る
小
國
家
群
‘の
か
げ
に
か
く
れ
て
、
表
面
に
出
る
と
と
な
く
、
ア
メ

•  

. 

. 

. 

,

. 

.

ず
力
合
衆
國
の
.

K

チ
ム
ス
ン
の
獨
舞
毫
で
.あ
.る
か
の
や
.ぅ
な
觀
が
あ
つ
た
が
、
こ
の
と
き
以
來
、
と
と
谌
蓝
に
關
す
る
眼
り
、
英
米
の

,
倣
亂
政
策
は
成
立
し
た
も
の
と
み
.て

よ

い

で

あ

‘ら

ぅ
'0
ど
の
政
策
0-
預
點
を
な
.す
も
の
ぱ
、

一
九
三
五
年
に
お
け
る
ィ
ギ
リ
ス
の
リ
ー

' 

:
.
.
.1

■■■
: 

• y
 

り-.'.-.
... 
- 

-

... 

, 

- 

.

.

.

.

.

.

. 

... 

、
 

V

,.ススを指镇者とする法

^
制
觉
で
あ
る
。 

'

•
法
幣
の
制
定
は
、
こ
れ
.によつ，

央政府，に金

'融
最
髙
f

設
定
し
、
中
國
に
お
.け
る
經
濟
活
動
，を
集
中
せ
し
め
た
も
の
で
あ 

石
？
即
ちv

1

•方
に
お
い
て
は
、
滿
洲
國
の
成
立
■が
あ
卜
、■
華
北
の
問
題
が
燃
燒
し
つ
つ
あ
る
に
際
し
て
、
實
質
的
援
助
を
中
國
に
與 

.
ベ
、
‘幣
制
を
通
じ
て
、
中
央
政
府
'を
强
化
し
•て
.、
こ
れ
1
し
て
滿
洲
國
並
に
寒
北
の
問
題
に
對
處
せ
し
め
よ
ぅ
と
じ
た
の
で
あ
る
。
從 

•つ
て
、
法
幣
の
制
定
は
、
中
國
に
對
し
て
は
經
'濟
的
意
莪
を
持
0
と
同
時
に
’英
米
に
對
し
て
は
、
政
治
的
意
義
.を
持
つ
も
-の

で

あ

る

、。 

即
ち
强
カ
な
中
央
政
權
の
確
立
.に
よ
つ
て
、
わ
が
大
陸
政
策
の
迤
M
を
阻
止
せ
し
め
る
と
い
ふ
意
義
を
持
つ
V
の
で
ぁ
づ
た
。
,

か

く

の

ご

と

き

法

幣

の

制

定

は

、

と
'
に
角

-1.

應
成
功
し
た
。
そ
■れ
と
と
も
に
、
昂
揚
さ
，れ
た
の
は
、
中
國
に
お
け
る
民
族
意
識
で
あ

零

:

'
卜
：
'；
^̂

. 

は
行
は
れ
た
の
で
あ
つ
た
。
殊
に
、
ナ
メ
リ
方
の
對
支
輸
出
は
”
そ
め
頃
が
最
近
で
の
頂
上
で
あ
づ
た
.と
い
.ひ

#-
る
で
あ
ら
ぅ
0 •  

i  

,

ノ 

’支
那
事
變
の
勃
發
お
よ
び
進
行
に
際
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
，が
政
治
經
濟
上
に
お
い
て
、
あ
ら
ゆ
.る
妨
寄
を
打
が
國
に
與
へ
、
支
援
を
蔣
. 

\
 

:
 

■
■
政
權
に
與
へ
た
こ
と
は
い
，ふ
ま
で
も
な
い
0
支
那
凜
變
に
對
す
る
イ
ギ
リ
ス
と
ア
ー
メ
リ
ヵ
の
態
度
.は
、
‘多
少
.の
.相
違
が
あ
つ
た
が
,
漸
'

次
步
み
寄
り
が
、
行
は
れ
.た
。
殊
-に
、
ョ1

1
1

ッ
パ
に
お
け
る
獨
裁
主
義
國
の
.ヴ
；
ル
サ
.イ
ユ
體
制
に
對
す
る
攻
勢
が
、
、顯
著
と
•な
り
'.

• 

. 

.
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.

■-.-
 

- 

: 
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' 

■.
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■遂
に
英
獨
開
戰
に
い
.た
，つ
て
"
東
西
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
の
權
益
は
、
ア
メ
リ
ヵ
の
保
_
を
要
す
る
に
.至
り
、

.M
に
冶
1
ロ
ッ
パ
戰
、爭 

.の
推
移
とK

 
メ
リ
力
の
接
助
の
必
要
と
は
.
イ
ギ
リ
ス
の
^
米
依
帘
の
程
度
を
著
し
く
强
化
し
、
イ
ギ
リ
.ス
は
、
全
然
ア
ス
リ
ヵ
の
政 

策
に
よ
つ
て
左
右
サ
ら
る
-

x

に
至
づ
て
ゐ
る
。
た
と
へ
ば
"
ド
イ
ッ
の
對
英
攻
擊
に
よ
つ
て
著
し
く
窮
地
に
陷
.つ
た
イ
ギ
リ
ス
は
、

一
： 

九
四
〇
年
.七
月
十
穴
日
以
後
三
ヶ
月
間
ビ
.ル
•マ
•
ル
ー
ト
，の
、閉
鐵
の
約
束
を
日
本
と
爲
し
た
の
で
あ
る
が
、
十
月
十
六
：：r

に
至
つ
て
、
そ

-
-
-
-
-
-
• 

. 

.  

- 

■ 
.

.

. 
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.  

- 

■  

- 

■.
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.
，れ
を
稃
會
し
て
、
日
本
の
繼
爵
鎖
の
要
求
に
應
じ
な
か
つ
た
。
そ
れ
は
、
.日
本
.が
九
月
ニ
.十
七
日
に
.獨
伊
と
三
國
條
約
を
締
結
し
た 

,

.

.

.

.̂
.と
に
よ
る
0
際
關
係
.の
變
轉
に
應
じ
た
政
策
で
あ
つ
た
ら
ぅ
が
、
’そ
の
政
策
が
;'
ア
メ
リ
、ヵ
と
の
緊
密
な
協
同
^
よ
る
と
と
は
、
同 

\  

日
合
衆
國
が
、
.西

半

球

並

に

イ

ギ

リ

ス

，以

.外
に
對
す
る
屑
鐵
.の
輸
出
を
禁
止
1.
た
こ
と
に
よ
つ
て
明
、か
で
あ
る
。
_
ア
メ
、リ
ヵ
輸
出
屑
鐵
#

 

「

ぐ 

の
.四
.

は
、
日
本
向
げ
：の
も
の
で
あ
り
、
ニ一

炻
は
イ
ギ
リ
ス
向
け
-の
.も
ぴ
で
あ
り
、
日
本
向
の
も
<p
は
-'
屑
鐵
'輸
出
の
最
高
額
を
.

、
、
ー；小
>
て
ゐ
た
ネ
の
.で
，あ
る
か
ら
、
こ
の
禁
令
は
、
：，直
接
日
木
に
向
け
ら
れ
た
も
の
で
.あ
る
、と
い
づ
て
よ
い
。

‘

.
、
.

：

■

.

、

•

太
平
洋
經
濟
戰
餘

 

' 

ノ 

、 

【

五

' 

(

一
苏
九

vy
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太
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1

•六

(

一
六
o)

か
く0

：

ご
と
く
，
英
米
は
•協
同
し
.て
ゐ
.る
，o
從
つ
て
、
'.ア
メ
リ
カ
の
對
.

R
本
，經

濟

戰

に

應

&

し
て
、
贫
帝
國
領
域
に
お
い
て
も
、
そ

. 

■ » 

•_ 

■»
 
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
. 

-

I
 

、
 

-■-
-
 

...  

-
-
.
 

.

fo
.SFI t
を
行
ひ
つ
\.
あ
る
,<
*
オ

ー

ス

ト

ラ

リT
•
印

度•-英

領
t
レ
.

ビ
ル‘
.マ
.等
;̂
^
け
，る

日

本

製

品

輸

入

の

银

僻

並

に

’
重
要
原
料
の 

.輸
出

，に
、對

す

る

到

，限

ま

た

は

禁

LE
の
揹
置
が
、講
ぜ
：
ら

れ

.て

.
f

。
そ
め
倉
圖
ず
る
と
こ
ろ
は，
'.
’木
平

洋

並

に.ィ

グ

ド

洋

に

，
お

け

'る

英

米 

#
作

で

耖

@

.

、
：
ブ

y
グ
ミ
サ
ク
ス
ン
の
.世
界
支
配
體
制
を
，維
持
發
展
せ
し
め
ょ
ぅ
と
十
る
に
■外
な
ら
な
い
o
こ
の
と
と
は
、
ョ
！ 
ロ 

.

.

.
ッ
.
パ

紀

灸v>
て
は
，、
獨
伊
、
.
‘東

瓯

に

#

い
て
ぃ
は
、

わ

が

日

本

の

新

秧

序

建

»:
-
運

動

に

直

霧

觉

す

'
る

政

策

.で

.あ
る
？

' 

,

'
，

五

■ 

’
.

：
：

，

'  

. 

-

. 

. 

.

-

.
>  

.

.

.

.

.

. 

■ 

. 

■ 

■ 

*-.«
 

• 

• 

、
•

.
'
.
.

現

在

，の

ア

メ

リ

カ

合

衆

國

は

、
，
抵

#
的
帝
國
へ
の
意
志
と
•政
策
と
を
持
，つ
て
•ゐ
る
。
'そ
れ
は「

ア
メ
リ
カ
に
ょ

つ

ズ、
そ
の
.建
國
の 

當
初
か
ら
持
た
れ
て
ゐ
る
も
の
で
は
な
.く
、

ブ
メ
リ
.カ
が
守
勢
的
態
度
か
.ら
玫
勢
的
態
度
に
進
展
し
.て
來
-^
こ
と
を
窟
味
す
る
。

.

.

.ー
國
の
外
交
は
、
，そ
9
初

期

に

お

い

て

，は

、

い

‘づ
れ
も
守
勢
的
だ
。
•ア
メ
リ
カ
.外
交
も
、
そ
’の
例
外
を
：形
成
す
る
も
の」

で
は
念
い
。

:

• 

' 

: 

- 

• 

- 

- 

.

.

. 

• 

■ 

■ 

. 

.
f 

- 

s

'
 

•.
 

、

ア
メ
リ
カ
外
交
の
守
勢
的
原
則
は
、
ま
づ
ぞ
ン
口
ー
主
義
に
始
ま
る
？
と
れ
は
、
百
年
以
上
も
以
前
の
こ
条
0’
大
統
領
モ
ン
ロ
ー

が

、

.

.

,

.

.

.

.

へ.V,  
. .

:

■

 

.

,
'.
'/'
■■
;
■,
',
■;
■:
.
.
.
.
.
.

」

■•
..パ:-.
.:■
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:■:
•.,

:■
'
■■
-.
.

一
■■
'.'
 

.

..•
い.
■■
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.
■.
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■:
.-■'
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.■;
■

:.
'
'■
' 
:\-.
.
 

.

こ
.の
主
s
r
宣
言
し
た
の
は
、

一

八
ニ
三
年
の
と
と
で
あ
る
。
.
ョ
.1
•ロ
ッ
パ
諸
國
は
、
ア
メ
リ
カ
大
睦
の
政
治
に
干
涉
す
べ
か
ら
ず
、 

ア
メ
リ
'カ
は
、
.
3
丨
ロ
ッ
バ
"の
政
治
に
對
し
て
不
介
入
だ
と
い
ふ
の
が
、
そ
0
‘主
張
だ
。
こ
'の
主
張
は
、
大
體
第
十
九
世
紀
を
通
じ
て 

守
ら
れ
て
來
た
。
そ
■れ
は
、
ま
だ
合
衆
»
の
版
圖
内
に
、
未
耕
、
無
所
有
の
土
地
が
あ
り
い
國
內
.的
發
展
が
充
分
に
な
，_し
得
る
餘
地
が
-

.-■  

' 

- 

■ 

* 

- 

. 

r 

- 

- 

' 

- 

. :.*
■ 
. 

*  

- 

.

..
V

-あ
つ
-た
.か
ら
だ
。
.ア
メ
リ
カ
は
、
そ
の
大
西
洋
岸
で
あ
る
*
部
が
"
ま
づ
開
拓
さ
れ
た
.が
、西
部
に
-*
開
拓
の
-#
く
の
土
地
が
あ
つ
か
.° 

と
の
西
部
未
開
拓
地
へ
め
進
出
が
、
西
漸
趣
動
と
名
づ
け
ら
れ
る
.も
の
だ
•が
、
こ
の
運
動
♦が
.十
九
世
紀
を
通
じ
て
行
は
'れ
た
。
し

か
-L
.
、

第
十
汍
1H
:
紀
の
末
に
至
る
と
、
こ
(0
蓮

動

ヒ

も

，
ー

段

落

が

づ

.い

.た
。
：.ン
.
7'
,
.
.
 

' 

. 

*

.そ

の

後

に

來

る

も

の

f

、
ア
メ
リ
カ
帝
國
主
義
と
、
そ
の
外
交
で
あ
；
。
•ヨ
I 
口.
ッ
パ
に
對
し
て
は
V

こ
の
種
の
外
交
は
採
用
さ
れ 

て
ゐ
な
い
。
こ
の
外
交
の
線
に
よ
つ
.て
、
對
歐
干
渉
-が
始
ま
つ
た
の
は
、~
世
界
大
难
當
時
か
ら
茨
，0
世
界
大
戰
に
ア
メ
リ
カ
が
參
加
し 

た
•の
炊
大
戰
末
期(

一
九
一
七
年
四
月〕

に
お
い
て
で
.あ
る
o
’し
か
し
、
大
戰
中
.に
お
け
る
聯
合
諸
國
の
ア
メ
リ
カ
に
對
す
S

濟
的
依 

苻
は
、
ア
メ
リ
カ
の
發
言
權
を
巨
大
な
ら
し
め
.た
.0
ョ
ー
.ロ

ッパ
大
戰
の
媾
和
會
議
に
お
い
て
.、
合
衆
國
が
英
佛
と
と
も
に
、
絕
大
な 

,

發
言
權
を
邂
得
し
た
の
•は
、
こ
の
理
由
、に
よ
つ
、て
ゐ
る
。
そ
の
後
に
お
い
て
、
ド
イ
ツ
•の
問
題
を
中
心
と
し
'■て

、
ア
メ
リ
カ
は
常
に
ヨ

1
ロ
ッ
バ
問
題
に
發
言
干
渉
す
る
。
. '
‘そ
れ
は
、
モ
ン
：1.1主
義
の
一
.方
的
破
棄
だ
？ 

•

, 

.

..

• 

.

.

.

. •

•

/

-

.

.
 

.

.

.

.

.

. 

. 

•

.

.、
- 

.

.

.

.

. 

.

.

.

.

. 

-

.

現
在
に
お
.い
て
も
、
■
ア
メ
.リ
カ
は
、
•チH

ッ
；1.

問
題
直
後
1
ド
イ
ツ
に
對
し
で
> 

ョ
ー
ロ
ッ
バ
に
お
け
る
侵
略
停
止
の
.問
題
に
對
し 

へ
て
通
街
を
發
し
た
し
、
子
ダ
ヤ
人
問
題
七
お
いV

は
、
大
統
領
さ
へ
、
そ
の
批
判
を
發
言
.じ
て
ゐ
る
。
現
下
の
戰
爭
に
對
し
て
は
、

嚴
正
中
立
を
宣
言
し
て
ゐ
、る
が
、
イ
ギ
リ
ス
援
助
に
乘
り
出
し
て
來
て
ゐ
る
。
さ
う
い
ふ
外
交
政
策
は
、
、對
獨
壓
逍
、
イ

ギ

リ

ス

援

助-  

に
外
な
ら
な
い
。
こ

れ

は

帝

國

崖

的

大

讓Q

一
 

つ
と
し
て
(0
ア
メ
1

合
衆
，國

が

、

現

狀

縦

持

の

外

交

政

策

を

採

用

し

て

ゐ

る

結

‘

, 

-

艰
で
.あ
る

。

ア

メ

？力

.^
、
戰

爭

の

進

展

と
と
も
•に
武

器

•
資

金

の

提

供

に

よ
つ
.て
、
ョ

ー

a

ッ
バ
、に
對
す
る
、發

言

權

ど

增
大
す

る
だ
ら 

う
o
.
、こ

の

發

言

權

の

增

大

，
は

、

世

.#
政
治
に
お
け
る
t
言
權
の
增
大
で
瓜
吻
ぃ
そ
の
具
體
的
表
魂
は
、
ア
メ
リ
カ
.
の
指
導
す
る
英
米
合 

世
见
政
策
と
な
つ
て
現
は
れ
る
で
あ
ら
う
。
旣
■に
-•.
.そ
の
萌
芽
が
、
柬
蓝
の
問
題
な
-^
に
お
い
て
現
は
れ
て
ゐ
る
。

•.
 

雜
外
交
の
中
心
激
は
、
，力
リ
ブ
海
を
中
心
^
す
る
諸
國
に
對
す
る
外
交
と
'

m .
米
に
對
す
る
外
交
で
あ
る
' 
ア
メ
リ
カ
.合
衆
國
の
意 

/
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.太
卒
洋
經
浒
聰
論 

、

1

八
，

(

一
六
5

/ 

- 

, 

. 

-  

'

圖
は
，
‘南
北
兩
ア
ん
リ
カ
■大
陸
の
制
朝
で
あ
り
、
從
つ
て
ノ
沉
米
ブ
-口
ッ
ク
の
形
成
に
'あ
る
デ
カ
リ」

フ
海
を
中
心
と
す
.る
領
域
の
中
に

'
は
.
サ
ン
'
ト
ミ
ン
ゴ
、

ハ
イ
チ
、

ニ
カ
ラ
ガ
'
パ
ナ
マ
諸
共
'和
國
が
あ
る
。
こ
れ
ら
に
對
す
る
弗
外
交
の
攻
勢
は
、第
十
九
世
紀
の
末

葉
か
ら
始
ま
つ
ズ
ゐ
る
。
質
易
•
投

资

。
經

齊

開

發

の

過
.程
を
通
じ
て
へ
，
そ
の
便W

の
必
要
上
、
政
治
的
干
渉
を
行
ひ
、
.干
渉
は
保
護
に

維
|
し
、|5
に
占
領
に
ぃ
た
る
め
が
、
そ
の
道
筋
で
あ
る
0!
獨
立
を
^

持
し
つ
X

も
合
衆
國
の
T

解
を
得
ず
し
て
比
、
何
ご
と
も
か
し
得

ず
、
そ
の
意
志
に
反
す
る
場
合
に
は
、
直
ち
に
武
力
干
渉
が
行
は
れ
る
。
キ
ユ
ー
パ
は
、'「

八
九
八
年
の
ス
ペ
イ
ン
、
ア

メ

,.
9
•力
戰
爭

,
の
結
见
、
饊
立
し
た
が
、
ア
メ
リ
カ
の
遂
次
の
干
渉
は
、
こ
れ
に
對
し
て(

一
〕

外
國
，に
對
し
、
，植
民
お
•ょ
び
軍
事
の
目
的
の
た
'め
，に
す

,

る
條
約
を
締
結
せ
ざ
る
こ
と
、0
 0

合

衆

國

は

.
午n
l

バ
獨
立
を
保
全
.す
る
た
め
に
、
キ

H
i

パ
國
に
干
涉
す
る
權
利
を
有
す
る
こ
と
、

.0

一0
合
衆
國
の
軍
琪
占
領
中
の
行
爲
は
洧
效
.で
あ
る
こ
と
、(

四)

合
衆
國
の
防
禦
の
た
め
キ
ユ
ー
バ
政
府
.は
、
合
衆
國
と
協
議
め
上
特

宛
地
點
.に
窜
港
貯
炭
所
に
必
要
な
土
地
を
、
賫
却
ま
.た
は
讓
與
す
る
と
と
、
な
ど
办
要
求
を
承
認
せ
し
め
て
，ゐ
る
。

'

、
 

‘

と
れ
ら
の
要
求
は
、
殆
ど
す
ベ
て
の
カ
リ
ブ
海
領
域
の
諸
國
に
對
し
て
、
.な
さ
れ
て
ゐ
る
。
中
米
に
お
い
て
、
メ
キ
.シ
コ
が
、
そ
の

油
田
の
開
發
以
來
、
烈
し
v>
革
命
の
渦
中
に
投
ぜ
.ら
れ
て
ゐ
る
の
は
、
油
阅
利
權
を
繞
る
政
.爭
.の
た
め
で
：.あ

る

。

そ
の
：蔭

に

は

、

イ
，ギ

リ
ス
が
あ
り
、
合
衆
國
が
あ
る
.。
洧
米
に
お
け
る
革
命
騷
動
も
、
こ
の
輝
の
性
質
の
も
の
だ
_。
經
濟
的
利
權
を
繞
つ
て
の
問
題
で
あ
る
•

，.於
る
と
き
は
、
武
器
製
造
會
社
の
利
窖
に
ょ
つ
て
、
、
1.國
が
.革
命
の
渦
中
に
投
ぜ
ち
れ
る
こ
と
も
'
珍
し
：<
な
：ぃ
9
:中
南
米
ゆ
合
衆
國

.
と
イ
ギ
リ
ス
^
の
投
資
のf

覇
地
帶
で
あ
る
と
同
時
に
、
そ
の
敗
器
賢
込
み
の
好
地
盤
•た
。
そ
れ
に
伴
つ
て
、
弗
外
交
が
、
そ
の
爪
を
‘

•
 

•
 

.
 

...... 

•
 

.
 

•
 
•
 
■
 

*

.
 

..
 

........

'
磨
い
て
ゐ
る
と
と
故
、
も
.と
よ
り
で
あ
る
。

:
J
: 

、

.
兩
大
_
の
中
、
.武
力
干
渉
か
•ら
、
の
が
れ
：て
',ゐ
.る
唯
一
の
.地
帶
は
ノ
カ
.ナ
グ
.だ
。
力
ナ
ダ
は
'英
帝
國
の
一
穰
成
國
と
しV

、

ア
メ
，

... 

.

.

.

.
,
ハ
.
-
•
ン

.

.

.

.

.
-

-

■

:

パ：.
.
.

■'
'
 

' 

■
■.
.'
 

■..
■'■■
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■■■■
-
 
.
 

•-;-

」

-....
■
 

-.
■'

力
合
衆
國
扒
ら
の
特
別
.の
：取
扱
'を
.受
け
て
-ゐ
る
。‘K

メ
リ
.力
：の
.對

力

；

：

ナ

ダ

投

資

は

四

十

億

弗

：
の
，
多

額

杧

上

づ

，
て

ゐ

る

に

も

拘

ら

ず

,4
-.
 

こ
れ
に
政
治
的
午
涉
を
現
在
行
つ
て
ゐ
.な
‘い
。
そ
と
に
は
、V

ギ
リ
ス
の
强
カ
.な
政
治
が
，'
働
.い
.て
ゐ
る
：か
ら
だ
。
し
か
し
、

T
メ
9

.
■
 

- '.
. 

- 

:
 

. 

/

!
:•
'
.

■
.
_
'
-.
.I- 

' 

ペ
ペ
：：

,

, 

: 

.

.

 '.
.' 

 ̂

- 

. 

- 

. 

- 

 ̂

V 

. 

 ̂

* 

, 

:

ニ
.'
,
'

:

カ
.合
衆
國
側
で
は
ク
軍
事
上
兮
、
；：カ
ナ
ダ
を
合
衆
國
；に
.蓺
す
る
共
同
防
禦
地
：帶
だ
：と
1>
セ
.ゐ
冬
。
占

.•.

.
 

.

.

.

.

.

.

.

. 

- 

. 

•' • 
» 

•
'
 

' 

, 

• 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

:

解
は
.•■.'合

衆
國
め
'力
ラ
ダ
.觀
を
率
直
に
述
べ
■た
も
の
i
じ
て
.、
逢
目〕

に
値
す
'る
、も
の
'だ
。
.カ
ナ
.ダ
は
^

夫
.英
帝
國
ブ
-、ロ
.ッ
ク
內
に
止
ま
る
の
.か
、
ア
メ
リ
カ
.
の
.大
き
な
間
題
で
あ
石
と
同
時
に
、，.彳
：ギ
U

ス
の
：
大

き

紅

關

心

で

も

'あ
る
9 

ョ
ーa

ッ
パ
に
對
す
る
外
交
と
カ
リ
ブ
海
領
域
の
外
交
と
と
も
^

、
.
ア
ジ
ア
外
交
が
、
ア
メ
リ
カ
外
次
の
.鼎
の
足
で
.あ
る
。m

1

a

 

ク
：
パ

に

お

け

：る

：
T
 メ

？

力
：
の

國

境

.、
は
.ラ
'イ

シ

河

，に

あ

り

.と
：
い
；
つ
；
た

ル

Y

て
.崩
れ
て
.ゐ>

?
。

3.
1a

ッ
パ
大
陸
.に
お
け
る
：國
境
線
は
、
イ
ギ
リ
.-
K:聯
合
王
國
.へ
ま
で
後
退
：し
て
.、ゐ
る
。K

 
メ
.：'妙
力
ガ
イ
.ギ
リ
ス
援
：
 

助
を
禅
念
し
つ
k
あ
る
と
と
は
.
そ
の
國
境
、
W
ち
ョ
ー
ロ
ッ
パ
へ
の
發
言
權
、を
增
大
せ
ん
と
す
.る
努
力
.の

現

は

れ

と

い

.つ

て

ょ

い

で

あ
、わ
ぅ
。
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.
く
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■■
.
.
.

.

ブ
海
領
域
は
、
.
旣
.

H
K

メ 
r
.力
の
.掌
中
に
^
る
o 
:殊
杧
阼
夏
：に
お
け
る
イ
ギ
々
ス
ー
.へ.

<0

.n
..

ラ
ウ
フ
.プ
ウ
，.ン
K
.
i

フ
.シ
^

' 

. 

. 

.

' 

; 

.た
も
の
と
い
つ
て
ょ
い
で
あ
ら
ぅ
。
殊
に
カ
リ
ブ
海
領
域
は
、
パ
ナ
マ
迤
河
の
，得
在
に
ょ
ウ
て
、
大
西
洋
と
太
平
洋
と
を
聯
絡
す
る
最
，

; 

■ 

\

 

\

も
重
要
な
地
點
で
あ
る
？
ヒ
の
地
域
の
確
保
は
.、
南
ア
.メ
リ
力
大
陸
へ
の
直
接
の
支
配
を
意
味
す
る
。
衔
ア
メ
リ
カ
>1,は
、
A
.

B
C
諸 

太
平
，洋

經

濟

鞔

餡

.
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■太
不
洋
轺
濟
锇P

 

.

.

. 

ニ

.0
ベ
.

I

六
3
 

剧
っ
外
、
顯
著
な
國
も
な
く
、
合
衆
國
の
支
配
は
、
容
易
な
ご
と
く
で
あ
る
が
1
從
來
は
、
メ
ギ
リ
.
7
と
ド
イ
ツ
.と
の
勢
カ
9
擾
_
を
. 

恐
吖
て
ゐ
た
や
ぅ
.で
あ
る
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
も
、

-T
メ
リ
力
が
イ
ギ
リ
ス
を
支
援
し
，で 

>.
ド

イ

ソ

、に

當

ら

し

め

て

•ゐ
る
.理
山
を
理
，

第
三
は
、
ア
ジ
：ア
外
交
で
れ
る
が
、
己
の
-點
に
つ
い
て
は
、
既
に
述
.ベ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
殊
に
日
本
と
の
關
係
に
、お
W
て
、
支

那

•  

^

睦
0 :
:

^ ,

題
龄
、
>2̂

^
寓̂
要
« '
^ '
掛
參
て
^

^

沿̂

と

^

,

服

询

題

:<
0

解
^

.に

茧

り

、

こ
の
問
題
を
故

|
つ
て
、
‘
n
米
の
危
機
が
存
在
す
る
に
至
つ
.て
ゐ
.る
現
狀
で
あ
る
o 

.

R
米q

逸
機
を
、
武
カ
的
に
資
現
す
る
可
能
性
は
ニ
つ
あ
る
.。
そ
の
第
ー
‘
は
ノ
太
平
洋
問
題
を
中
心
と
し
て
日
米
.が
直
接
に
衝
突
す
■ 

管

と

で

‘I

。
そ
の
第
二
は
、
ョ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
問
題
の
發
展
、即
ち
ア
メ
リ
カ
の
，對
英
援
助
に
對
す
る
ド
イ
ツ
.の
阻
止
.行
動
に 

雙
ア
メ
リ
カ
の
義
に
ょ
る
も
の
で
あ
る
o
:
旣
.に
' 
ヒ

ッ

ト

ラ

-
-
總

統

は

、

ニ

月

ニ

十

八

日

の

演

說

に

お

>
て
、
媒
英
船
較
に
對
し 

て
ぶ
铈
,1
に
兔
.̂
を
發
射
す
ベ
き
と
と
を
宣
言
し
て
ゐ
る
か
ら
、
こ
の
可
能
性
は
增
大
し
たA

J

い
ふ
べ
_き
で
あ
ら
ぅ
。

い
づ
^
に
し
ろ
、E

I

來
の
危
機
は
、
確
^
的
と
い
ふ
ほ
ど
の
確
率
を
持
つ
も
の
で
お
る
、が
、
そ
れ
は
世
界
的
意
義
を
持
つ
A
の
で
あ 

る
。
プ
メ
リ
九
の
對
英
拨
助
が
ド
イ
ツ
の
ョ
飞
ロ
巧
パ
新
秧
序
，の

問

題

に

痕

接

蘭

係

す

.る

ご
と
く
、
ア
メ
リ
カ
の
赉
日
經
濟
戰(

--
1

ガ 

.
;日
本
：の
^
迎
に
為
け
る
訢
秧
字
の
間
題
に
關
し
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。
從
つ
て
、
新
秧
序
，の
問
賴
を
繞
つ
て
、
こ
れ
に
努
力
す
る
國
と
、

こ

钇

阻

-
^
し
I

と
す
る
國
と
が
、
そ
S

2

Q

Q
陣

當

分

れ

て

糞

馨

运

で

謹

す

る

こ

と

は

、
息

の

こ

条

か

ら

で
あ
る
。
そ
し
て
、
とQ

世
界
戰
爭
へ
拍
車
を
懸
け
て
ゐ
る
：
^
の
は
、
戰
見
の
及
ば
な
い
米
大
陸
に
•あ
つ
.て
、
'そ
の
衆
方
と
西
方
と
忙

,  

對
し
て
'-
同
時
に
應
拨
と
惡
)1
と
を
與
へ
て
ゐ
る
ア
メ
9

カ
合
衆
國
で
あ
る
。
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ア
メ
^
^ .
合

衆

,«
淋；
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J:
f本

:^
炎
陸
政
策
^
^ '
业
^
る
運
動
を
多
#
に
^
つ
^
辍
け
.
^
來
^
:-
0

^
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へ
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....,

い
.

,

及
ん
で
ゐ
る
。
そ
の
理
HI
に
つ
い
て
は
.
旣
に
述
べ
た
。_
そ
の
ア
メ
.リ
カ
合
衆
國
は
、
い
ま
ま
た
わ
が
南
方
政
策
に
.對
し
て
、
茁

大

な

: 

 ̂

肌
也
的
行
動
に
出
て
ゐ
.る
。
そ
れ
は
、
现
在
に
.お
い
て
は
、
太
平
洋
經
濟
戰
爭
の
，形
態
に
お
い
て
.行
は
れ
て
ゐ
る
。
そ
の
.理
由
は
、
何

'
-

'T-
u

,

'

:
ぐ
'
處
：£
弟
る
か
0':
.
.:-
-:
:€ 

パ
，'
く
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: 

第

一

.一
八
九
八
竿
米
西
戰
雜
に
よ
つ
て
獲
得
し
た
フ
ィ
リ
ッ
ビ
ン
群
島
が
、
南
方
領
撖
に
存
す
る
匕
と
.で
あ
る
o
こ
.の
群
鳥
は
-

マ

‘

.

.

.

一
の
共
和
國
と
し
I

在
し
、

1

1

1
は
r
ア
メ
リ
ヵ
か
ら
獨
彥
し
め
ら
れ
る
こ
と
を
窗
さ
れ
て
ゐ
.舞

證

g

い

'

’ 

て

は

、
.獨

立

肩

題

W
檢
討
が
行
は
れ
て
を
り
、

一

月
末
に
大
統
領
ケ
ソ
ン
がI

I

會
に
與
へ
た
敎
實
よ
る
と
、
フ
ィv

ッ
ビx

群
鳥
の

* 

* 

.

. 

‘ 

- 

'  

.

-
.
-

’一
 

防
備
を
、
ア
メ
リ
カ
國
防
體
系
の
中
に
入
れ
ら
る
べ
き
こ
と
を
强
調
し
て
象
衆
1
依
存
の
態
度
を
明
確
に
し
て
ゐ
る
0
と
の
■と
と
は
、*

;
- 

•フ
ィ
リ
ッ
ビ
ン
に
お
け
る
V

.シ
ン
ト
ン
の
代
表
者
に
よ
つ
て
要
求
さ
‘れ
た
の
で
.あ
ら
ぅ
が
、
‘ In

ィ
少
ッ
ビ
ン
が
來
巽
皆
罔
に
數
へ

-'
::
へ
-
■ 
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ら
る
る
と
と
に
反
對
す
■る
宣
言
と
受
取
ら
る
べ
き
も
の
.-で
あ

ら

弓

。
'
.
，
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聲

冷

 

第
”
：
-

■源
を
獲
得
し
て
ゐ
る
。
殊
に
南
支
海
•
マ
レ
ー
半
島
•
蘭
領
取
印
度
に
お
い
で
で
あ
る
。 

'

第

三

第

一

お
よ
び
第
二
の
理
山
か
ら
、
.こ
れ
ら
の
地
域
を
ア
メ
リ
カ
の
坐
命
線(

ラ
イ
•フ
•
ラ
イ
シ
}yj

稱
す
る
^.
ど
で
あ
り
、̂

つ

.
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,

て
、
.オ
3
ス
ト
ラ
リ
ア
、11

ユ
ウ
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
-蘭
印
、
-マ
レ
ー
、
.
ビ
ル
：マ
、
.イ
ン
ド
を
含
め
'，た

領

域

に

お

い

て

、

滚

瓸

帝

國

を

形

戎 

し
ょ
ぅ
と
す
る
イ
ギ
リ
ス
の
'意
_
に

協

力

し

.
つ
i
あ
る
も
.の
の
ご
と
く
で
あ
る
。
從
つ
て
、
こ
の
地
帶
の
政
治
的
意
味
は
甚
だ
し
く
政

• •* 

.

.

.

.

.

.

. 

.

.

.
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..V  

.へ，

.
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•

诒
經
濟
的
に
重
要
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
：そ
21
に
、
洧
支
琊
海
生
命
線
の
.論
議
と
政
策
と
，が
現
は
れ
る
。

•

そ
の
，代
表
的
論
者
は
、

P
バ
ア
ト
•
オ
ー
ラ
.•
ス
ミ
ス
で
あ
ら
ぅ
。
彼
は
、
そ
の
著「

ア
ジ
ア
に
お
け
る
わ
れ
ら
の
將
來
s
o
u
r F

u
tu

re

 

i
n

 

A
s

i
a

 

1
9

4
0

)

に
お
い
て
極
力
こ
の
議
論
を
展
開
し
て
ゐ
.る
.o

 

,

ス
ミ
ス
，の
主
張
す
る
と
こ
ろ
は
、
洧
亥
那
海
の
わ
が
新
南
群
島
の
邊
に
、
、コ
ム
バ
ス
の
脚
を
立
て
て
、-
1
千
哩
の
半
徑
を
も
つ
て
.圓
. 

を
描
く
と
：
そ
の
北
端
の
あ
た
り
に
齊
港
队
入
り
、
南
支
那
，の
.一.

部
が
入
る
。
，更
に
佛
贸
印
度
吏
那
•泰
國
•
フ
ィ
リ
ッ
ビ
ン
•
蘭
領
束 

.印

度
•英

領

マ

レ

，丨

ビ

ル

マ

の

 

一
^
を
、
そ
の
中
に
包
含
す
♦る
そ
の
圓
の
面
積
は
、
三
百
十
因
萬j

千
六
百
平
方
哩
で
あ
り
、
約
北
米 

大
陸
の
合
衆
國
の
面
積
に
等
し
い
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
三
分
の
ニ
は
、
海
面
で
あ
り
、
三
汾
の
一
の
，商
積
の
上
にI  

.

億
三
千
萬
の
人
口
が
居
住
し
て
ゐ
.る
。
ニ
千
萬
の
支
那
人
と一;

億

一

千
萬
の
マ
レ
ー
人
が
ゐ
る
。
地
域
別
に
み
る
と
、
蘭
領
印
度
の
六 

、
千
六
.百
萬
が
最
大
で
あ
り
、
そ
の
中
四
千
萬
は
ジ
ャ
ヷ
に
居
住
す
るo

蘭
印
の
面
積
七
十
萬
平
方
哩
で
あ
る…

佛
領
印
度
支
那
は
、
ニ 

:

十
七
萬
七
千
平
方
哩
と
ニ
千
萬
の
人
口
を
.持
つ
。
主
と
し
て
マ
レ
ー
人
で
あ
.る
が
支
那
人
と
の
雑
種
が
多
い
。
第
三
に
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン 

群
島
で
あ
る
が
.•
十
一
萬
五
千
平
方
哩
Co
.と
こ
ろ
に
、
’

一
千
六
亩
萬
の
フ
ィ
リ
.ッ
ビ
■ン
入
が
ゐ
る
。
泰
國
は
七
百
萬•

英
領
マ
レ
ー
は 

四
百
五
，十
萬
の
人
口
を
荷
す
る
に
過
•ぎ
な
い
。
南
支
那
の
海
岸
領
故
に
は
ニ
千
萬
の
支
那
人
が
ゐ
る
。
か
か
る
地
域
と
人
口
構
成
が
、 

ア
メ
リ
カ
の
叶
：命
線
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
イ
ギ
リ
ス
•
オ
ラ
ン
ダ
•
フ
ラ
ン
ス
*
ァ
メ
リ
-力
の
四
つ
の
植
民
國
家
の
領
域
杧
柄
支
那
の
一
部

を
加
べ
た
も
の
だ
o.
 

/

...  

.1.
 

.

ス
-ミ
ス
は
-
と
の
領
域
を
ア
メ
リ
.力
の
生
命
線
と
い
、ふ
た
め
に
.ニ
つ
■
の
理
由
を
發
見
し
て
'ゐ
る
？ 

、

.

，そ
の
一
。
南
支
那
海
領
域
は
、
，後
段
に
詳
說
ず
.る
や
う
に
、
，最
も
重
要
な
經
濟
的
資
源
を
ア
メ
リ
カ
合
衆
國
に
供
給
す
る
と
と
ろ
で 

あ
る
。
從
つ
て
、
經
濟
的
に
み
て
>
1
メ
リ
カ
の
生
命
線
と
い
ひ
得
る
。

'* 
ノ

そ
の
第
一一。

政
治
的
理
由
で
あ
る
。
こ
の
地
帶
は
ィ
ギ
リ
ス
•
フ
ラ
ン
ス
，
オ
ラ
ン
グ
ふ
ロ
衆
國
の
四
國
の
植
尻
地
で
あ
る
。
と
の
四
國 

-
は
、
と
も
に
段
主
主
義
國
で
.あ

っ

て

、

い

は

ゆ

る

世

界

新

秩

序

の

，建

設

に

反

對

す

シ

も

の

，
で

あ

り

、
娘

っ

て

現

狀

i

を
主
張
す
る
も 

の
，で

あ

る

。
し

か

る

に

世

界

新

秩

序

の

J

環
と
し
て
の
‘東
龃
新
秩
序
の
建
設
は
友
那
大
陸
如
ら
こ
の
地
帶
を
包
含
し
て
ゐ
る
.0
も
し
•も
、
 

记
主
主
義
國
が
世
界
に
お
け
る
臾
主
主
義
的
.秩
序
を
維
勒
し
な
け
れ
ば
，な
ら
な
い
な
ら
ば
、
そ
の
主
張
者
と
し
て
の
，ア
メ
リ
カ
は
、
他 

.
の
三
國
並
に
-重
慶
政
權
と
と
も
■に
、
こ
の
領
域
を
守
ら
な
け
れ
ば
.，な
ら
.ぬ
..と
す
る
の
が
、B

.

バ
ァ
ト
•
ス
へ
'、
ス
の
主
張
で
あ
る
。
ス
ミ
ス 

，は
、
こ
の
政
治
的
主g

を
貫
徹
す
4
た
め
の
武
力
的
防
禦
は
、
‘四
國
の
軍
事
的
基
地
を
.使

用

す

る

こ

と

に

よ

っ

て

有

効

に

’遂

行

せ

ら

れ 

•る
で

あ

ら

う

：：と

い

っ

て

ゐ

.る
。
即
ち
.、
.香
港
、
マ
ー
ー
ラ
灣
に
お
け
る
カ
ヴ
ァ
ィ
ト
軍
港
，»
領
印
度
茭
那
の
办
ム
ラ
ン
.灣

，
蘭

領

ィ

ン

ド

.,
.

r

.

.

.

 .

.

.

 
.

.

.

.

.

 

-

 
.

 '

 

'■.
.
:■..■

■

-

V :

 

.

.

.

 

.-.•
.

.

.

.

:

■に
お
け
る
デ
ャ
ヴ
ア
，の
ス
ラ
バ
ヤ
並
に
バ
タ
ヴ
ヤ
ィ
の
東
北
部
の
.
.タ
ン
ジ„

ン
ク
•
プ
リ
オ
.ク
の
五
つ
の
，海
軍
菡
地
は
、充
分
に
防
衛
の

. 

•->.
 

...  

- 

. 

. 

.  

. 

t 

. 

' 

■ 

■ 

• 

- 

.

-•
..
 

.

.

.-

用
を
な
す
で
あ
ら
う
と
い
つ
て
ゐ
る
。
ス
ミ
ス
は
，、
こ
れ
ら
の
四
つ
の
民
主
主
義
國
廉
に
重
慶
政
權
に
よ
る
對
日
包
圍
政
策
を
考
へ
る 

も
の
の
ご
と
ぐ
で
あ
^
、
最
も
積
極
盼
な
東
亜
進
出
論
笤
で
あ
る
と
い
，ふ
こ
と
も
出
來
る
で
あ
ら
う
。
、

-

.

,

い
ま
や
、
合
衆
國
に
.お
け
る
孤
立
主
義
客
れ
勢
力
は
、
ル
ー
ズ
ヴ
工
.ル
ト
の
大
親
領
三
選
に
よ
っ
て
、著
し
く
そ
の
勢
力
が
減
ぜ
ら
れ 

.

、

太
苹
洋
鸫
濟
哦
鮮 

.

.

：
■

 

' 

5

1
人
ー
六
七)
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太
平
洋
鍵
済
戰
瀹
'

 

.
5 •  

a

六o

 

..

て
ゐ
る
。
孤
立
‘主
義
者
は
太
平
泮
の
防
«
を
ア
ラ
ス
カ
の
グ
：ッ
チ
0>
ハ
ア
、パ
ア
办
ら
ハ
ヮ
イ
の
パ
ー
ル
*
ハ
ア
、バ

ア

に
I r
f

K

更
に
、
、
 

■
パ
ナ
マ
に
至
る
.太
平
洋
南
此
線
に
杏
い
て
、
設
立
し
よ
う
と
.す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
大
體
に
お
い
て
、
太
平
洋
を
西
八
十
度
の
線 

に
お 

>
て
、
東
瓯
に
兩
分
し
よ
，̂.
と
す
る
も
の
で
あ
る
。 

'•

-

積
極
論
者
は
、
こ
れ
に
識
成
し
な
い
。
彼
等
は
、
グ
ッ
チ
*
ハ
ア
バ
ア
か
ら
パ
ア
ル
，
ハ
.ア
バ
ア
に
至
り
、
こ〜

を
中
心
と
し
て
、
ミ
. 

ッ
ト
ウ
エ
1

ウ

ユ
ー
ク
，
ガ
ム
を
經
て
•

フ
ィ
リ
ッ
‘ビ
ン
の
，マ
二
ラ
に)

た
る
線
、
わ
，た
く
し
•
の

い

ふ
太
平
洋
弦
月
線
に
.，
お

い

て

、
，
せ 

ん
と
す
る
も
の
で
あ
.る
。
22

本
と
，ア
メ
4

カ
と
を
距
て
る
五
千
哩
の
太
平
洋
の
波
濤
を
蹴
つ
て
、
少
く
と
^
そ
の
最
大
の
海
軍
极
據
尤

■

V 

•
 

-
 

■■
---

. 

....
 

.

-

 

---- 

-

 

■
 

•
 

-
 

..

.
 

、

•

■
-
■-

.
--

■
. 

.

.

.

.

.

.

.

、平
洋
を
支
•棚
地
で
あ
る
ハ
ヮ
イ
の
パ
，ァ
ル
•
ハ
ア
バ
ア
か
ら
四
千
五
百
哩
を
距
て
た
南
支
那
海
に
ま
で
、
そ
の
支
配
權
を
擴
大
せ
ん
と 

す
る
.も
の
，で
あ
る
。
彼
等
が
艦
隊
行
動
を
な
す
場
合
に
は
、
ハ
ヮ
イ
か
ら
南
下
し
て
、
南
半
球
'の
パ
ゴ
バ
：

V

港
を
經
て
、
ポ
I
ト*

ダ
ア 

*
ウ
ィ
’ン
に
至
り
、
觅
に
蘭
印
.諸
島
の
問
を
縫
つ
て
、
マ
ニ
ラ
ま
た
は
シ
ン
ガ
.ボ
ー
ル
要
塞
で
入
名
可
能
性
も
あ
る
。.こ
'の
行
程
に
よ
れ
ば
, 

太
平
洋
橫
斷
の
場
合
よ
り
も
ニ
千
哩
の
長
距
離
と
な
ら
ざ
る
を
得
^
い
で
あ
ら
う
。

*
 

'

積
極
論
#
は
か
く
の
ご
と
含
胃
險
を
主
張
す
る
た
め
に
、
，海
眾
軍
備
が
主
張
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
ヮ
シ
ン
ト
ン
滌
約
に
お
け
る
五•  

五
。
三
の
比
率
が
、條
約
の
駿
棄
y

.-
a
:
つ
て
、
變
化
し
つ〜

あ
る
現
在
ア
メ
リ
カ
が
狂
氣
の
ご
と
く
海
軍
靡
備
の
擴
大
を
行
ふ
こ
と
は
、

一！
，ユ
ウ
，デ

ィ
ー
ル
の
失
敗
の
う
め
合
せ
の
た
め
の
軍
擴
ニ
at
ウ
•デ
ィ
ー
ル
で
あ
る
，と
同
時
に
、
そ
の
世
界
政
策
を
敢
行
せ
ん
と
ず
る 

橫
極
論
#
の
意
圖
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
か
く
の
.ご
と
く
政
治
的
胃
險
を
放
て
し
よ
う
と
す
る
經
濟
的
根
據
は
何
處
に
あ
る
が
。
わ
れ 

わ
れ
^

彼

等

に

猫

つ

て

、

坐

命

線

に

ぉ

け

る

第

ー

、
の

理

曲

を

少

し

く

解

剖

す

る

，と

こ

ろ

が

.允
け
れ
ば
な
ら
な
ぃ
。

資
源
の
點
か
ら
み
る
と
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
國
は
大
體
に
お
い
て
"
自
給
自
足
の
隞
で
あ
る
。
そ
れ
は
*
農
業
並
^
エ
業
に
お
^
て
、

.'
:

,

•

'

.

.

.

.

•
 

.

.

. 

■ 

-

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

■  

/

•
 

. 

• 

•

高
い
自
給
率
を
示
し
て
•ゐ
る
。
ア
メ
リ
カ
農
業
に
お
け
る
玉
蜀
手
株
•
小
麥
•綿V

燕
#
の
•
淹

額

は

巨

大

で

$

て
、
金
農
耕
地
面
積
の
，
 

八
五
^
を
^
め
る
。
こ
の
中
玉
蜀
f

呼

小

麥

は

食

料

の

用

の

，も

の
で

..あ
り
、
綿
お
1
び
燕
麥
は
、主
と
し
て
輸
出
用
の
も
の
で
あ
る
° '

.

.食

用

收

獾

と

：親

金

.雕

獲

电

い

：
ふ

文

字

が
£.れ

に
'»
.へ.ら

れ

弋.ゐ
；る0
^
羅

麥

は

、
：
：
.世

界

生

虚

:.:
、'

 

(

>,
.

 

-

 

♦

 
■

-
 

■

 
V

 

-

 

.

 
•

 

.

 

-
■
-
'
.

■
-
,

 

、
 

'

業
中
、最
も
筑
耍
な
も
の
で
あ
る
。
ア
イ
オ
.ア
•
イ
リ
ノ
イ
ス
•
ネ
ブ
.ラ
.

K
.

力
•.オ
..
ハ
イ

オ

•

イ

ー

ン
デ
ィ
ヤ
ナ
•
ミ
ッ
ソ
リ
1
‘

、
、
/ネ
ソ
タ
•
力

ン
サ
ス
が
.玉
蜀
黍
地
猎
を
形
成
す
る
が
、
こ
の
.玉
蜀
黍
地
帶
を
.中
心
と
し
て
、
旺
盛
な
家
畜
飼
養
事
業
が
行
は
れ
て
.ゐ
て
.、
ア
メ
リ
カ
.

.
-

-

-

:

.

.

.■

._ 
' 

■
 

:

■

; 

- 

. 
: 

: 

.

.

.

. 

- 

.
.-
: 

: 

- 

.  

- 
• 

- 

. 

- 

- 

-
-

:

塵

f

'<
D

_

f

_

じ
_

f

綿
_

1

坐
產
f

s

上

齡

棄

れ

^
^

ア 
>,
リ
カ
：輸

出

濃

產

品

中

、

*
も

萆

大#
も
_
で

あ
:^

’1.

つ

で

あ

り、
' 世
界

'市

場

の

景

氣

に

左

右

さ

机

る

こ

と

が

最

も

多

い

も

の

だ

o

ア
メ
リ
カ
合
衆
國
の
農
業
人
ロ
は
全
‘入

ロ

の

ニ

五

％

で 

:
:あ
る

が

、':
:
;そ

;0
:高

度

杧

發«
し
：龙

機

餐

業0
於

め

比

蓍.し

く

高

：い

败

；獲

率

を

：持

_

.て
ゐ
'
る
タ

 

.

.

'

■

.

.

. 

.

. 

.  

-
-.

V

 

- 

. 

- 

.

工
業
の
發
達
も
、
最
も
顯
著
で
あ
か
、
こ
れ
に
要
す
る
資
源
の
自
給
率
の
高
い
も
の
が
あ
.る
。
殊
に
重
.要
な
恶
礎
的
資
源
に
缺
け
て

'

ゐ

る

も

の

は

、
他

の

諸

國

に

比

，較
し

.て僅少であるといひ得る。

，

. 

\
 

.

」  

ン 

• 

\
\ 

« 

'

石

炭

と

鐵

は

、.現

代

工

業

、
の

最

も

重

要

•な
、資
源
で
あ
る
。
石
炭
は
、
他
：

G

動
力
^
の
競
滞
が
存
す
る
が
、
今
日
に
お
い
，て
も
、
な
ほ 

.

.

太乎泮經濟娥論

' 

.

.

.

.

ニ
五

•(

}.六九

>,_



太
吊
洋
辦
濟
喊
詾
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ニ
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C
1

七
0)

合
衆
國
の
工
業
に
對
し
て
•、
、
重

要

な

燃

料

で
’お
り
、
動
カ
で
，あ
.る

, °
世
界
生
產
額
の
三
分
の
一
を
生
產
し
、
七
十
萬
の
勞
働
者
を
、
そ

.

. 

ノ 

:  

.

の
た
め
に
雇
傭
し
て
ゐ
.る
6

束
部
に
お
.け
名
炭
田
が
、
そ
の
中
心
地
で
^
る
。

鐵
鑛
の
採
堀
は
、
良
好
が
條
件
の
も
の
の
'み
が
行
は
れ
て
ゐ
る
9
そ

の

理

由

か

ら

合

，衆

國

產

出

額

の

’四
分
の
三
は
、
大
湖
地
帯
か
ら 

來
て
ゐ
る
。

.

/■
、

石
油
の
生
鹿
は
、
世
界
產
額
の
.ーー；分
の
ニ
に
湘
當
す
る
十
ニ
億
.一
千
三
百
萬
バ
ア
レ
ル
•に
上
る
。
鉋
の
生
產
•額

も

、

高

い

額

を

示

、
し

_' 

.
 

-
 

•
 

-
 

•
 

....
 

-
 
-
 

■
 

.1
 

.....
 

-

• 

■

て
ゐ
■
る
。

.
：
，

.

.

,
 

ノ

こ
'れ
y
の
い
ろ
い
ろ
の
資
源
は
、
殆
ゼ
東
部
，地
方
に
運
送
さ
れ
て
、
大
約
ボ
ス
ト
ン
*
バ
ア
ル
チ
モ
ア
？
ン
カ
ゴ
を
結
ぶ
三
角
形
地
帶

.し：.-.，
..:..  

»
 
-
 
-
 

■

 

,  .  

.  

I.
 

■
 

I
 

-

s

f

心
地
に
供
給
さ
れ
る
の
で
t

o

,

■

か
，
く

の

ご

と

く

ア
f
リ
か
合
衆
國
の
.生
康
は
、
高
い
自
給
率
を
示
し
て
ゐ
る
が
、,
完
全
な
自
給
自
足
.の
狀
鶴
に
は
達
し
.で•

ゐ
.な
い
0
 
.

—  

；：

-■
 

.

............

-
■.
..
..

ア
メ
リ
カ
の
；

i

栽
ば
、
こ
の
點
を
馮
し
く
谨
要
視
し
て
ゐ
る
。；
ア
メ
リ
カ
陸
海
軍
軍
需
局
は
"
多
.年
の
硏
究
の
結
果
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
.
 

國
が
自
ら
做
給
1;
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
'.
い
ま
*た
そ
れ
に
不
足
す
る
資
源
に
關
し
て
"
ニ
つ
.の
表
を
發
表
し
て
ゐ
る
。
そ
.の
第
一
は
.
 

「

戰

略

的

物

資

」

と

稱

せ

ら

る

、
も

の

で

、、
，
戰

带

の

場

合

、
最

も

重

製

で

あ

っ

て

：

そ

の

供

給

を

北

米

大

睦

の

合

衆

國

似

外

に

求

め

な

け

れ
ば
な
ら
な
い
も
の
.で
あ
る
。
.そ
の
®:
要
性
に
應
じ
て
、
第
-

1
、

第
二
、
第
三
の
等
級
が
附
け
ら
れ
て
ゐ
る
。
そ
れ
は
*
.
次
の
.ご
と
き

•  

.

.  

.:

』

.
，

：

•
 

.
.

.
.

 

'  

:

•
.

も
.の
.だ
。
.：：
.
.

.

'

1

.

:

.
.

.
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.  

、.
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.
 

.  

,  

-
 

*
 

.
.

.

 

-
 

.  

*  

-

十

四

の

敕

略

的

馨

.

.

.

.

.

.

. 

,
 

‘
 

.

.

、

*

第
一
級C

金
激
外
國
に
依
#
し
、
代
用
.の
不
十
分
な
も
の)

■ 

• 

*
 

.

•T
ン
チ
モ
二
1
>
.
.マ
ン
ガ
ン
、

.一一.ッ
ケ
ル
、
キ

一
一

ー
ネ
、
生
絲
、
ク
ロ 

ニ
ユ
ウ
ム
、
マ
ニ
ラ
麻
、
水
晶
、
ゴ
ム
，、

錫'

，
第

二

級

，
國

内

生

淹

の

不

十

分

を

填

補

す

る

た

め

に

輸

入

を

必

要

と

す

‘る

を

の)

：
.‘
 

.

傲
、v  
水

紙

、
ァ
タ
：
ン

次

：

ッ
：

V
-'

-'.

一
 

.
'
ベ 
s
 

>:
'':
:
策U

驗(

调
內
禱
給
が
隻
: «
に
_

ぃ
.て

濃

も
: ^
^

.

挪

厂

子

油.
.
.

'第
二
に
は
、
國
防
並
に
厚
生
生
活
の
た
め
に「

重
要
物
資J

と
せ
ら
る
，-̂
も
の
.で
あ
.る
。
こ
の
場
合
は
、
國
内
坐
取
：費
が
外
國
の
そ
れ 

■ょ
り
も
高
い
場
合
で
あ
..る
。：  

.
 

,  

.

.

:

■
 

I 

_

蜇
要
物
資
に
は
、
次
の4-

五
漣
の
^
の
が

-̂

る
。

•  

.

• 

. 

.. 

:
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- 

- 
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- 
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. 
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.
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‘
.
ぐ.
.
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こ
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ら
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料
の
供
給
地
の
主
な
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は
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の
西
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領
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で
あ
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殊
に
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新
秩
序
の
媸
設
に
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し
て
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自
ら
南
方
領
域
を
生
命
線
と
し
、
自
己
の
協
カ
し
得
る
民
主
主
義
國
の
植
民
也
と
し
て
の
':
 

舊
照
制
を

"
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.地
带
に
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持
せ
ん
と
す
る
意
圖
が
現
は
れ
る
に
至
る
の
で
あ
る
。
こ
.の
地
帶
は
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イ
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岸
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る
も
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あ
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は
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カ
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の
い
ふ
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命
線
に
と
そ
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彼
等
の
經
濟
的
弱
點
の
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し
て

ゐ

る
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あ
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。
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。
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、
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か
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パ
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に
過
ぎ
な
い
。
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絲
は
、
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と
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日
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だ
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淺
り
の
五
品
目
は
、
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南
支
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領
域
か
ら
輸
ん
さ
れ
る
。
殊
に
ゴ
ム
ど
錫
と
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、
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け
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の
な
い
代
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葉
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產
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踅
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澤
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。
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衆
國
は
、
世
界
最
大
の
錫
の
沿
费
者
で
あ
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の
世
界
生
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三
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ロ V
ク
•
卜
ン
i
そ
の
内
侑
支
那
海
領
域
は
一
四
八
，
一
五
一
ト
.ン
の
七 

一
％
を
^ :

^
す
る
。
ア
メ
リ
カ
は
一
九
三
.九

年

七

千

萬

^

の

錫

を
輸
人
し
•てゐる
。；

こ
れ
は
、
,1
全

輸

入

金

額

‘の

三

^

に
當
る
が
、

一
、九
四
〇
¥ :

度
の
輸
人
は
は
る
か
に
增
加
し
て
ゐ
る
。

, 
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■南
米
ボ
ル
、
ビT
も
錫
の
生
ま
•地
で
あ
る
が
、
そ
れ
は

V

ア
メ
.リ
カ
の
、

要
を
充
た
し
‘得
な
い
。
ボ
ル
ビ
ア
に
お
い
て
は
、-.I

九
三
•七

.
 

年
に
ニ
五
"
〇
七
四
-ト
.ン
を
產
m-
し
た
に
過
ぎ
な
い
。
と
れ
は
、
世
界
席
額
の
二 

ニ
^
で
あ
り
、合
衆
國
は
こ
の
三
傺
の
錫
を
需
要
し
て 

'
ゐ
る
。
ま
炎
と
の
錫
を
精
煉
す
る
場
所
も
ア
メ
リ
カ
兩
太
睦
に
存
在
し
て
ゐ
な
い
‘。 

•
’

,
か
く
の
ご
と
く
-
-資

源

的

に

み

，
て
、

.最
も
蜇
要
な
も
の
は
、1.

般
に
い
は
れ
る
f

、
ゴ
ム
と
錫
で
あ
り
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の
資
源
を
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南
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那
海
領
域
を
资
源
生
命
線
と
い
つ
て
か
る
の
で
あ
る
。
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.

，そ
こ
に
こ
そ
、
資
源
时
に
みV

、

ア
メ
リ
カ
の
弱
點
が
存
在
し
て
ゐ
る
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リ
力
合
衆
制
が
、
樹
方
諸
領
域
に
資
源
的
に
大
き
な
問
題
を
持
つ
て
ゐ
て
、
.，も
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こ
れ
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關

係

を

切

斷

さ

れ

る

も

の

と
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-れ
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濟
上
筑
大
な
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題
を
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來
す
る
の
で
あ
る
,
こ
ね
關
係
の
遮
斷
は
、
0
本
海
軍
の
カ
に
ょ
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て
の
み
な
し
‘得
る
と
と
ろ
で
あ
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る
が
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の
た
め
に
は
、
日
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メ
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カ
と
の
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濟
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係
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切
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し
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け
れ
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。
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.
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％
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一
七
，
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輸
出
人
と
も
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わ
が
國
に
對
し
て
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最
も
重
要
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を
持
つ
も
の
；で
各
石
。
も
し
、
こ
め
全
賢
易
額
中
圓
ブ
a
y
.ク
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.除
い
た
第
三
國
質
易
の
み
を
と
る
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ら
ば
*
輸
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に
お
^
て
、
7
メ
リ
.ヵ
の
占
.め
る
地
位
は
、
.三
五
^
に
上
り
、
輸
入
.に
お
.い
て
、
四

.  

■
 

-
 

•
 

-
 

.
 

•
 

■
 

.
 

、
 

.  

.
 

'
 

V.-
 

•
 

.S  

、
 

.

.

.

. 

.
 

■»
 

•
.

六
•
九
^
を
占
め
て
ゐ
る
。
と
の
こ
.と
は
、
日
米
貿
易
關
係
杜
絕
の
爆
合
は
、
-輸
出
人
と
も
に
大
減
少
^
來
，し
、
わ
が
國
の
經
濟
に
對し

:

-
 

*
 

-
 

■
 

•
 

.
 

•
 

-
-
-
-
-
- 

. 

- 

•
.
.
.

て
、
重
大
な
影
響
を
與
へ
る
ど
み
ら
れ
を
も
の
，が
あ
る
。
殊
に
、.
對
米
輸
出
の
.大
本
は
.、
生
絲
で
あ
る
が
、
ア
メ
1
力
側
の
發
表
に
よ 

れ
ば
：i

九
5*
:
丸
年
埏
に
ぉ
>
て
、一

〇
六
、
九
三
六
づ
り
^
ド
ル
の
輸
人
が
行
は
’れ
た
か
で
あ
る
^
こ

れ

は

’
對

來

驗

出

濰

額

の

五 

〇
％
で
あ
P
、生
絲
輸
m
總
額
の
八
〇
％
に
當
つ
て
ゐ
.る
。
そ
の
.他
重
な
る
、輸
出
品
に
雑
貨
^ :
士
綿
布
な
ど
が
あ
る
0̂
牛
；
絲

は

、
養

蠶

農 

太

平

汴

講

领

論

H
一
 

(
I.

七
5

.

,



.太
平
洋
緊
s
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•

_

.

ノ

1
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七
六)  

家
が
對
米
輸
出
に
の
み
.依
存
.し
て
“
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
#:
絕
^ •
.•Jb
-
が
農
業
經
醫
に
對
し
て"

一

大
異
變
を
齋
ら
す
こ
と
は
い
ふ 

ま
で
も
な
い
。
綿
布
の
や
ぅ
な
大
工
業
を
除
ル
す
れ
ば
、
雜
貨
の
ご
と
き
-̂
中
小
ユ
業
の
經
營
す
る
と
こ
ろ
で
、
た
と
へ
そ
S

換

が

. 

出
来
た
に
し
ろ
"
こ
れ
に
重
大
尨
打
擊
を
加
ベ
る
こ
と
は
い
ふ
ま
で
も
な
い
‘。

. 

« 

.

し
か
し
、
現
在
の
段
階
に
お
い
て
は
、輸
入
の
問
題
が
よ
り
.1.層
童
要
胜
を
持
づ
も
の
で
あ
ら
ぅ
。
ア
メ
リ
カ
側
の
發
表
に
よ
づ
て
、

一
九
三
九
年
度
に
お
い
て
、
旧
本
湯
す
る
輸
出
品
中
、
ニ
千
萬
ド
ル
以
上
に
上
る
も
の
を
數
へ
れ
ば
、
そ
の
順
位
は
•

棉
花
•
鐵
鋼 

M

•原

油

鑛

油•领
で
あ
り
"
工
作
機
械
•自
動
車
部
分
品
の
ご
と
き
も
、
額
に
お
い
て
、
以
上
の
も
の
•よ
り
も
少
い
の
で
あ
る
が
、重
要 

性
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。

.■,' 
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V
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■ 

'

棉
花
は
t
小
ン
ド
棉
花
と
と
も
に
、
わ
が
紡
續
業
の
最
も
重
要
な
.原
料
で
あ
る
®
こ
れ
に
よ
る
綿
絲
布
の
輸
怕
に
よ
っ
て
、
.わ
が
國

• 

-'  

- 

■ 

. 

■ 

...  

- 

' 

.

で..

は
、
多
く
の
.ル
貨
を
獲
得
し
來
っ
た
の
だ
。
鐵
鋼
屑
は
、-
わ
が
製
鐵
業
の
主
要
な
原
.料
の
ニ
っ
で
あ
っ
て
、
虫
座
費
の
關
係
か
ら
、
わ 

が
製
鐵
業
者
は
、
ア
メ
リ
カ
の
屑
鐵
に
依
存
す
る
と
こ
.ろ
が
多
く
、
ア
メ
リ
カ
の
屑
鐵
の
上
得
意
で
あ
る
。
昭
和
十
一
年
度
の
も
.の
を
.. 

み
る
と
V鐵
鑛
總
書
要
の
中
鐵
鑛
產
出
高
.は
五
五
^
、
輸

入

鐵

鑛

類

は

四

五

^
そ

の

中
、
屑
鐵
に
よ
る
も
の
北
米
か
ら
六
九
^
、
ィ
シ
ド 

か
ら
九
^
が
來
て
ゐ
る
。
*

h

 
メ
リ
力
で
の
昭
和
十U

.

年
の
屑
鐵
输
出
.の

割

合

は

“
對

英

ニ

一

%
、對
日
本
四
六
•五
^
で
あ
る
。
こ
の
こ 

と
は
、
わ
が
■製
鐵
業
に
對
す
る
ア
メ
リ
カ
屑
鐵
の
重
要
性
を
語
る
も
の
で
あ
る
。
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、
■
■
-
 
...,.
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.
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:
.
.■.'

•

油
は
、
國
內
に
お
.い
て
は
、
.新
潟
縣
•
秋
田
縣
に
產
生
し
、
北
樺
太
に
お
い
て
利
權
を
持
っ
て
ゐ
る
が
、
そ
の
量
は
極
め
て
少
量
で 

あ
る
。
昭
和
十
一
年
に
ぉ
ぃ
て
は
、
輸
入
量
の
七
七
ズ
を
ブ
メ
リ
カ
の
石
油
に
御
ぃ
て
ゐ
る
。
そ
の
他
に
蘭
邱
の
石
油
が
あ
る
。
鋼
は
、

, 

近
年
國
產
だ
け
で
ほ
不
足
を
生
じ
*
主
と
し
て
ア
メ
リ
方
合
衆
國
並
に
カ
ナ
ダ
か
ら
輸
入
し
.9,ゐ
る
_が
ノ
.合
衆
國
が
ら
，の
脒
%
ょ
/.'兪
，

■、

, 

-入
.置
の
九
五

-̂
に
及
ん
で
ゐ
.る
。 
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一
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こ
れ
ら
.•の
資
源
.に
.關
す
る
-も
の
の
外
、
ア
メ
リ
カ

‘の
重
要
性
は
、
金
融
關
係
に
t>
:
る

わ

が

圓

貨

の

ポ

ン

ド

、
か
ら
，ド

^
/
の

乘

換

後

：
.

：

• .  

.  

- 

, 

- 

• 

.

.

.

. 
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.  
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.
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.

.

. 
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.
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■

,

に
お
い
.て
、
こ
.の
こ
と
.は
■更
に
著
し
い
-も
•の
.が
あ
.る
？
即
ち
太
平
洋
沿
岸
へ
の
輸
出
入
貿
易
の
決
濟
資
金
が
、

二 

r

.

日
1

ク
Co
,-金

'' 

融
帘
場
を
通
じ
て
.行
は
れ
て
：

る
こ
と
で
あ
る
-9
'在
米
資
金
に
對
す
る
ア
メ
リ
か
の
.凍
結
政
策
办
電
耍
性
は
、
と
\
に
發
生
し
て
ゐ
る
。

•

. 

- 

' 

\ 

■ 

■

, 

以
上
み
た
や
ぅ
に
、釾
米
質
易
の
わ
.が
經
濟
に
尉
す
る
重
要
性
は
、
い
ふ
ま
で
も
な
い
こ
と
で
杪
る
0
英
獨
開
戰
2
^
.
の
物
動
計
键
^
.

で'.'.
.
.
.
.
. 

.

-

-i
 

.へ：
：
：

-

:

,

-
■■
-.- 

• 

\

-

.

,

機
械
類
そ
の
他
に
お
い
て
、
，ド
ィ
ツ
依
存
か
ら
ケ
メ
リ
カ
依
存
に
轉
換
し
た
と
と
は
事
實
、で
あ
り
、
そ
の
こ
と
.は
、
現
在
の
靑
況
の
下

- 

-V
 

. 

... 

...... 

• 

. 

.

.

. 

:

•
.
’
. 

...て
 

： 

•

' 

に
お
い
て
は
、
極
め
て
重
要
孜
ご
と
だ
。
.昭
和
十
五
¥
夏
以
來
'
か
く
の
ご
と
き
齡
來
依
存
を
睨
却
し
て
、
漱
蓝
經
於
圈
內
に
お
け
る
、

;  

.

農

政

策

Q

樹
立
に
努
力
しy

ゐ

含

と

は

、
周
知
？

と
で
.
^
る
。，.；

J
?

と
は
、
日
米
通
商
航
海
修
約
霪
以
後q

無
條
約
時
代 

;

, 

.
に
お
い
て
‘
そ
の
.必

要

を

培

加

し

て

來

矣

も

の

と

い

は

ね

ば

、な

ら

な

い

で

あ

ら

ぅ

。

.

ぐ 

V 

i  

か
か
論
米
經
濟
關
•係
の
情
淤
が
、

1'部
に
お
け
る
‘米
國
へ
の
親
和
政
策
の
最
と
し
て
現
は
れ
て
來
る
の
.で
?>
-
る
。
わ
れ
わ
れ
呔
.

二
..
. 

.

.

. 

. 

- 

. 

•  

. 

.

ノ
 

_ 

.....  

.... 

,

I  

、
敵
性
を
持
た
な
い
如
何
な
る
國
に
、對
し
て
も
、
親
和
政
策
を
と
る
’匕
と
に
反
對
す
る
も
の
で
は
な
い
。
た
^
、
問
題
をK

メ
リ
力
へ
ロ
^

|  

國
に
限
定
し
て
、
考
察
し
て
み
れ
ば
、
，.第
.

一

に
'
'昭
和
十
五
年
七
.月

以

後

め

釾

日

經

濟

攻

勢

を

採

0

0
、
务
る
合
衆
國
は
、
果
し
て
わ 

|  

れ
に
馨
を
持
た
な5

國
か
と
.い4

根
本
的
問
題
が
あ
る
。.
.，第

二

に

、

ア
.メ

至

と

Q

濃
厚
な
經
濟
關
係
は
、

れ
を
脫
却
し
.得
な
い 

\  

|  

對
的
の
も
の
か
と
い
ふ
問
題
で
あ
る
。
こ
の
ニ
•
•っ
の
問
題
の
檢
討
に
ょ
っ
て
，
わ
れ
わ
.れ

は

、

わ

ル

わ

れ

の

態

度

で

決

定

す

ベ

'き
で 

.
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(

一
七
八
>

.は
な5

か
と
思
4
0 

• • 

• 

- 

. 

^
 

'
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、
，
-
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V
ノ

.

.ア

メ

リ

カ

合

衆

國

は

、
，
旣

■に
派
べ
た
や
ぅ
に
、
わ
於
國
に
對
レ
て
.、經
濟
戰
爭
’の
籐
勢
を
整
へ
て
來
■て
ゐ
、る

。
重

要

輸

出

品

の

制

限

免 

た

は
禁
止
政
策
は
、
旣
に
採
用
さ
れ
て
ゐ
る
。
在
米
貧
金
の
凍
結
問
題
も

、
大
統
領
の
サ
ィ
ン
を
經
れ
ば
發
動
し
得
る
ま
で
に
な
つ
で 

し
る
し
、
輸
入
忆
.
1
す
1
制
限
ま
た
は
禁
止
政
策
も
、
行
は
れ
る
可
能
性
が
あ
石
。
故
在
の
狀
態
は
經
濟
斷
交
の
一
步
手
前
で
あ
る
と 

、

ひ

得

る。
.

對

米

賢

易

'
の

雙

上

、

わ
が
國
の
輸
入
胳
は
、
わ
が
經
濟
に
動
し
て
1
本
質
的
な
も
の
で
あ
る
。
旣
に
、
そ
の
本
質
的
故
商
品
に
辑 

す
る
歡
出
制
限
ま
た
は
禁
止
が
行
は
ゐ
る

^
こQ

點

，に

っ

い

て

、

わ

が

政

府

は

、

と

き

ど

き

Q

必
要
に
應
じ
て
抗
議
を
提
抵
し
て
-

. 

•

~
 

- '•.- 
'•
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. 

• 
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... 

• 
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U
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* 

• 

V 

.
 

.

.

. 

. 

V

.
 

. 

*  

.

ゐ
る
が
、
實
質
的
な
對
策
は
、
殆
ど
ア
メ
リ
カ
に
胬
し
て
採
ら
れ
て
ゐ
な
い
。

だ
^
、
柬
亜
經
濟
圈
內
に
’お
げ
る
そ
補
給
は
問
題
と
な
っ
て
ゐ
て
、
鐵
*
布
油
に
關
し
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
對
策
を
樹
立
し
っ
\
あ 

る
。
石
油
に
關
す
る
離
印
に
對
す
る
交
渉
、
鐵
に
關
す
る
豐
當
な
鐵
鑛
の
供
給
に
關
す
る
方
策
を
考
案
實
行
し
つ
つ
あ
る
。
こ
.れ
ら
の 

政
^
は
、
わ
が
經
濟
の
運
營
を
衞
る
べ
き
陆
衞
的
政
策
で
あ
り
处
ア
メ
リ
力
の
日
本
に
對
す
る
積
極
的
經
濟
戰
爭
に
.對
す
る
消
極
^
手

段
篇
ぎ
な
い
ゲ
-消
極
的
手
段
の
完
成
に
ょ
っ
て
、
，わ
が
^

e
墓

へ

、
ア
メ
リ
力
の
攻
勢
を
防
衛
し
得
る
か
は
問
題
で
あ
る
。

■
 

.
 

-
 

*
 

.

.
 

-
 

.
 

-
 

- 

•
 

,
 

.
 

•  •  
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.

現
^ ,
の
政
策
は
、
ア
メ
リ
カ
の
積
極
的
態
勢
に
順
應
し
；て

、
消
極
的
手
段
を
採
用
し
て
ゐ
.る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
對
す
る
積
極
的
政 

策
は
何
も
の
•も
採
用
さ
れ
て
打
な
い
0
.阢
題
は
*
こ
.の
消
極
政
策
を
も
つ
て
、
、問
題
の
終
焉
に
免
で
到
達
す
る
こ
と
が
出
來
る
か
否
か

.M i:的.)、:部

に
あ

る

。

現

在

.
の

狀

勢

を

^:
っ

て
す
れ
ば
、
こ
.の
こ
と
は
不
可
能
に
^ '
い
も
の
で
办
ら
う
.0
從
っ
て
、
間
¥

忒
、
^
.
ル

.?
:

積
極
.杓
&
策 

を
1

じ

で

ア
メ
リ
カ
の
稹
歡
的
攻
勢
に
對
處
す
る
よ
り
外
に
途
は
存
#

. t
な
い
.で
あ
ら
うo

何
故
に

V

さ
う
い
ふ
こ
と
が
主
張
さ
れ
る
か
。 

，

‘
 

：

，

：.

/

,

.

.* 

对
在
ア
メ
リ
カ
の
本
に
塾
し
て
行
っ
て
ゐ
る
經
濟
戰
華
は
、
日
本
側
に
對
し
て
、
絕
大
な
效
果
を
持
ら
て
ゐ
るo

そ

し

ぼ

/ 

も
そ
の
力
を
强
め

.
る
と
と
は
、
今
後
£

い
セ
可
能P

碧

。

/
J

Q

政
策
を
抓
し
っ
め
て
•
行
く

.こ
と
に
よ
つ
て
、
ア
メ
リ
カ
は
、
日
本 

を
相
對
的
に
弱
め
る
こ
と
抓
出
來
る
o

必
要
厮
料
の
俾
給
の
斷
絕
は
、
日
本
に
お
け
る
對
策
が
確
立
さ
れ
な
い

.な
ら
ば
，
必
然
的
に
日
k
 

の
请
す
る
必
要
原
料
の
ス
ト
ッ
ク
減
少
と
な
っ
て
現
は
れ
て
來
る
6

T .

メ
リ

.カ
の
考
へ
て
ゐ
る
と
こ
ろ
は
、
こ

ふ

あ

る

。
そ
し
て
、 

そ
の
ス
ト

.
ッ
ク
減
少
の
時
期
を
測
定
し
て
、m

本
に
對
す
名
書
權

Q
^

!.^

を
計
ら
う
と
す
る
に
あ
る
。
そ

'の
點
忘
い
て
、
ア
メ
リ 

力

は

化

方
'1
;
^

海
堪
勢
カ
の
培
加
の
政
策
を
採
斯
し
て
ゐ
る
0
.

こ
の
ニ
っ
の
方
策
は
、
ア
メ
リ
カ
が
戰
は
ず
し
■
て
、
日
本
を
厢
せ
し 

む
る
も
の
だ
と
考
へ
て
ゐ
る
で
あ
ら
う
。
ア
メ
リ
カ

'
は
、
ア
ラK

力
の
ダ
ッ
チ
•

ハ
ア
ベ
ア
•か
ら
バ
ア
ル
•
ハ
ア
バ
ア
に
至
り
、
ミ
ッ
ド 

ゥ
へ
ェ
•
ガ

ム

を

經

て

、

マ
ニ

1.
ラ

に

，い

た

る

太

平

洋

肢

月

線

並

に

帘

太

平

洋

§

線
に
お
に
い
て
、
兵
備
を
堅
め
な
が
ら
、經
濟
戰
爭
に
よ 

■

0
-ノ
て
日
本
-
の
弱
^ '

を
衝
か

.ふ
と
，す
>る
%
.

00
.
.だ.
.
0.
'
:
.
ン

 

ニ'
'

......  

.V
:

日

本

は

*
と

れ

に

對
し
て
、
純
粹
な
輕
濟
戰
を
も
っ
て
處
置
す
各
こ
と
.が
出
來
る
で
あ
ら
う
か
。
わ
が
風
は
、
'
メ
リ
方
に
生
絲
を 

送
ら
な
い
こ
と
に
よ
？

、
H

Q

產
業
と
生
活
の〗

部
に
舞
しV

;

多
少
の
打
管
與
.へ
尝
と
は
出
來
る
で
あ
ら
う
。
し
か 

し
な
が
ら
、
そ
れ
は
、
0

本
.の
戆
蠶
農
家
に
對
し
て
の
1

を
も
意
味
す
る
0
と

れ

に

よ

、つ

て
、
-T .
メ
リ
力
が
屈
服
す
る
ほ
ど
の
も
の 

•

太

呼

洋

經

濟

戰

躋

！

!■
■/■•;
■

■

.
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绿
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A

o
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を
起
レ
#
な
い
。
そ
と
に
日
本
側
か
ら
す
る
經
濟
戰
の
.弱(

點
が
^*
る
。

' 

,
 

‘、
 

し
^
:
し
な
が
ら
、
，さ
う
ぃ
ふ
考
へ
方
は
、
極
^)
.
て
消
極
的
な
も
の
で
あ
る
。
も
し
*
わ

が

國

，
が'
對

米

經

濟

戰

爭

^
^
.
最

も

有

効

に
 

寊
行
す
る
も
の
> と
す
れ
ば
、
ア
メ
JJ
力
’を
し
て
、
睨
帽
せ
し
む
：る
こ
と
'は
相
難
で
'似
な
い
で
^
ら
弓
.。

そ

れ

は

、
，
ア
-
ぇ

リ

カ

の

衔

方

領 

域
坐
命
線
を
切
斷
す
る
こ
と
で
，^ :
る
。

.&
の
'こ〗

と
は
、
ニ
っ
£
思
味
を
わ
が
國
に
持
っ
。

m

T

南

古

領

域

に

對

す

る

，統

制

は

、

わ

が
國
の

.必
要
と
し
'
且
っ
ア
メ
リ
カ
の
輸
出
制
限
ま
た
は
禁
止
に
ょ
っ
て
、•
、減
，少
し
て
ゐ 

'る
物
資
を
獲
得
す
る
こ
と
が
出
來
る
o
.
こ
の
^ '
に
お
い
て
、
蔷
し
く
わ
'が
經

澈

力

を

，增

强

す

石

で

あ

ら

う

？

第
二 

.
ア

メ

リ

カp
i k
,命
線
は
、
.旣
に
記
し
‘た
.や
.う
な
關
係
を
ア
メ
リ
_カ
經
濟
に
對
し
て
持
づ
て
ゐ
る
’の
で
、

そ
の
.
切

斷
は
、
重
大
.

 

な
影
歡
を
ア
メ
リ
カ
經
濟
に
對
し
て
與
へ
る
こ
と
が
出
.來
る
。
し
か
も
、
こ
の
'紙
域
は
、
ア
メ
.リ
カ
の
軍
事
活
I I
の
た
め
に
は
あ

が一 

_ 我 
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離
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_
齡
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わ
れ
わ
れ
を
し
て
、
そ
の
可
能
，性
を
確
信
せ
し
め
る
。

.

,
 

r

こ
の
二
っ
の
效
染
を
持
つ
こ
：と
に
ょ
っ
，て
、
南
方
緻
濟
圈
の
問
顔
は
、
現
在
に
魟
い
て
、
新
し
く
脚
光
を
帯
び
て
登
場
し
來
っ
た
の 

.で
あ
る
*o
»
も
し
、
南
方
領
域
問
題
が
存
在
し
な
い
な
ら
'ば
、.
わ
れ
わ
れ
は
、
對
米
獾
濟
戰
に
お
，い
て
著
し
く
不
利
.で
あ
る
。
而
し
、て
南
.

て
ゐ
る
。
そ
れ
は
、
イ
ギ
リ
ス
*
オ
ラ
ン
ダ
•
フ
ー
フ
ン
ス
•
.
ア
メ
リ
カ
.の
植
民
地
を
解
故
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
諸
國
は
思
ふ
. #
.

.
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分
に
こ
れ
ら
の
地
域
に
ぉ
仏
て
、
政
治
的
抑
魈
と
經
濟
的
搾
取
に
耽
け
り
尨
が
ら
、な
ほ「

白
人
文
明
の
恩
惠」

を
强
調
，し
て
ゐ
る
。
か
か

る
身
勝
手
.の
主
張
を
打
破
し
て
珉
瓯
の
满
放
1
計

名

こ

，
と

は

、

わ

が

日

本

'に
興
へ
ら
れ
た
日
取
高
の
課
題

0

—-
つ
.で
あ
.る
と
同
時
に
、
‘此 

界
新
秩
序
建
設
の
.栽
礎
的
問
題
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
ア
メ
リ
ヵ
が
生
命
線
と
い
ん
以
上
に
、
重
大
な
政
治
經
濟
的
意
義
と
道
義
的
. 

■.使
令
を
' 
と
の
地
帶
に
持
つ
も
の
で
あ
る
。 

，
：
：

'•

.鉍

.

.

.
ニ

'

‘
'

■

.

'
■&
■の
場
合
...
恐
ら
.く
ア
メ

'̂-'力
は
、
.そ
0
經
濟
戰
审
を
.武
力
：戰
爭
.に
ま
.で
發

展

せ

し.め
る
^
あ
ら
-$
,0
、
こ.の
.と(

と

は

、.
.決
し
て
日
本
.

!'
.
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の
不
利
益

•

で
は
な
い
。
わ
が
國
は
決
し
て
戰
ひ
を
好
む
も
の
で
は
な
い
が
、
，こ
の
桃
戰
，に
，應

.

ず
る
こ
と

^

よ
：つ
て
、

<
曆
迅
速
に
經
贫 

,

戰
か
ら
武
力
戰
へ

"

そ
し
て
武
力
戰
，と
經
濟
戰
と
の
併
用
に

.

よ
る
萬
全
の
ア
メ
リ
ヵ
對
策
を
亂
立
す
る
と
と
が
出
來

.

る
^ '

'

あ
ら

51
-
。

.

そ
.の
第一

の
必
要
.は
.、
國
內
體
制
‘の
盤
備
.<̂
問
殷
‘で
あ
る
。

j

層
の
戰
時
體
制
と
し
て
の
經
％
體
制
に
.ま
•で
進
展
す
る
必
耍
が
あ
.る
.

' 

•.
.で
あ
ち
ぅ
。
. 

. 

.

.

C

れ
に
々
い
て
，は
、
多
少
の
批
判
が
あ
る

o
.

ボ
ッ
ソ
二
ー
の「

明
日
の
戰
爭J

,

と
一K

ふ
本
の
中
に
、
戰
铆
に
對
す
る
計

#

經
濟
の
困
難
性
に
つ
い
て
、
い

.

ろ
い
ろ
論
じ
て
ゐ
る
ゲ
わ

1
.
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た
ぐ
し
ば
、戰
學
經
濟
- ^

計
畫
性
に
闕
す
る
否
定
的
議
論
に
は
賛
成
し
象
い
も
の
で
あ
る
。
だ
が
ボ
ッ
一
一
，1

の
戰
爭
經
濟
に
お
け
る「

ス

- 

.
-
■
- 

.

.

. 
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ク
じ
の

®

要
性
を
論

.
じ
て
ゐ
る
點
に
つ
い
て
は
、

^

れ
わ
れ
と
し
て
考
へ
な
け
れ

'

ば
な
ち
ぬ
多
く
の

^

の
を
持
つ
て
ゐ

:

る
：と
思
ふ
。

,

衩
<̂
>

い
ふ
と
と
ろ
は
、
次
の
ご
と
き
も
の
だ

0 

.
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戰
爭
は

1

相
手
國
の
出
方
が
問
題
セ
あ
る
。

.

.戰
爭
經
濟
の
計
養
性
の
困
難
は
、
そ
ご
；
に
存
し
ズ
ゐ
る
. °
1

國
が
あ
る
程
庶
ま
で
、：
戰 

木

平

伴

辨

濟

職

論

H

七
‘ 

、
2

: A
.
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太
平
i

濟
软
翁
'

K

c
l

A
u
v

時
好
畫
經
濟
を
撤
'觉
，し
て
置
い
て，
も、

ぞ
の
計
翦
が
凡
ゆ
る
場
合
を
想
定
し
て
ゐ
.な

い

杈

ら

ば

ン

そ

れ

は

計

畫

に

値

し

、な

い

と

い

ふ 

.

の
で
あ
石
0-
.炎
2,
.?.そ
れ
際
戰
维
經
濟
太
軚
け
る
訧
畫
性
を
充
汾
に
保
持
さ
せ
得
る
も
の
、は
、
物
育
の
手
持(

ス
ト
ッ
ク
.

)

を
多
く
す 

る
と
と
で
•
•あ
る
0
>
そ
れ
が
戰
宰
の
遂
行
に
歡
つ
'て
、
最
も
能
率
的
な
カ
を
發
輝
せ
し
，め
る
も
の
で
あ
.る
.0
'
‘ス
>

ッ
_ク
、と
•そ

、

戰

爭

，經 

\
濟
の
'鍵
だ
と
い
ふ
に
'•あ
-る
O
Z
: 

:

 

,
 

':-、：

.

こ
の
と
，と
は
當
然
で
あ
る
わ
れ
わ
れ
は
ス
ト
ッ
：ク
の
.增

大

を

，計

る

だ

め

に

計

畫

經

‘濟
的
政
策
>
採
用
す
る
こ
と
を
主
張
.す
る
も
の
で 

あ
る
:<
>
.
と

れ〗

に

對

，し

ヤ> 
ポ
ッ
ソ
'1::
-
1
は
利
濟
操
作
に
ょ
つ
て
匕
れ
に
到
達
し
や
ぅ
と
’す
る
も
の
で
あ
る
0
彼
の
®

®
は
' 
利

潤

操

作 

.を
强
調
し
過
ぎ
る
點
に
あ
る
。

'  

.

■

'

V

.

.
、

. 

‘

ポ
.ッ

ソ

ム

ー

の
論
議
の
'中
で
、
わ
た 

< し
.は
ス
ト
ッ
ク
、の
蓄
積
を
論
じ
て
ゐ
.る
部
分
は
賛
成
し
て
置
^-
て
も
い
：；-
0
、
.ま

太

現

在

の

.場
合
、
わ
れ
わ
れ
は
"
こ
れ
を
.强
調
し
て
置
\
ヒ
と
を
.耍
す
る
と
考
へ
名
。
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現
在
の
日
谨
題
に
.つ
い
て
、.
わ
れ
わ
れ
仗
特
疼
ヒ
の
感
を
深
く
す
る
。
艰
和
十
五
¥ ,
六
_月
一
.4十
七
日
* 

.
日
米
、
通
谪
航
海
條
約
や
：
 

廢
棄
め
T
メ
リ
力
の
對
日
態
度
は
、
瓜
に
こ
の
.點
に
.

®
點

が

置

：か

れ

て

ゐ

る
•や
ぅ
.だ
か
ら
で
あ
^
。
、條
約
の
廢
棄
か
ち
潑
纯
す
る
も
の 

は
、
ア
メ
リ
カ
が
經
濟
的
に
何
時
で
も
自
山
な
態
度
を
日
本
に
對
し
て
採
り
得
る
姿
勢
を
と
る
：こ
と
で
あ
り
、
，
そ
の
後
に
お
、い
て
ノ
そ
. 

れ

を

實

行

，し

來

つ

て

ゐ

る

。

輸

出

許

可

制

ま

た

ば

禁

止

制

は

、

こ

の

點

を

.ね
ら
づ
て
ゐ
る
の
だ

。
:

H
本
經
濟
CO
弱
點
は
.、
そ
の
'主
要
な
產
業
に
.お
け
る
原
料
を
海
外
に
仰
ぐ
こ
A
に

あ

る

。

英
米
の
、對

日

經

濟

攻

勢

の

標

的

.は

實

に

こ

•  

X
に
存
し
て
れ
る
。
英
國
の
勢
力
範
圍
の
*市
場
‘に
ぉ
ぃ
て
貿
易
銃
制
を
布
:<
-こ
.と
に
ょ
っ
て
、
'
日
本
の
外
貨
獲
得
を
減
少
せ
し
め
、

Z
’

の
減
少
し
た
外
貨
に
よ
っ
て
購
買
し
得
る
原
料
そ
の
.他
に
對
す
る
制
限
ま
た
は
禁
止
を
、
ア
メ
リ
カ
測
に
お
い
て
行
ふV

と
だ
。

.

か
\
る
經
濟
攻
勢
に
よ
っ
て
、
日
本
.の
行
動
を
牽
制
し
や
ぅ
と
す
る
の
が
、
そ
の
意
圖
で
'あ
る
。
大
陸
工
作
は
援
蔣
行
爲
に
よ
っ
て
、 

南
方
政
策
は
有
カ
原
料
，の
.制
限
ま
た
は
禁
止
に
よ
づ
‘て
，
乙
れ
を
縮
少
せ
し
め
ゼ
づ
と
ず
る
も
の
だ
。 

ぃ

こ
の
こ
と
は
、
ア
メ
リ
功
が
戰
爭
•の
.ー
步
手
前
の
葑
日
攻
勢
を
行
ひ
な
が
ら
、
そ
の
效
果
を
擧
げ
る
こ
と
を
意
味
す
.る
。
た
だ
こ
の 

一
點
に
お
け
る
英
•米
の
認
識
不
足
は
、，
日
本
の
經
濟
力
に
關
す
る
過
小
評
價
で
'あ
る
。
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今
日
ま
•で
の
日
本
經
濟
の
統
制
，政
策
は
、
い
ま
だ
純
戰
時
的
意
味
を
持
っ
て
ゐ
な
い
。
そ
れ
は
、
な
ほ一

層
戰
時
體
制
へ
と
進
む
こ 

■と
を
得
る
の
で
あ
る
。
殊
に
、
手
持
ス
ト
ッ
ク
は
減
少
し
つ
X
あ

る

が

、

な

ほ

存

在

す

石

。

こ
，
の
ま
.、

ア

メ

リ

カ

の

政

策

を

默

認

す

る

こ
と
は
，
そ
れ
を
"
益
々
減
少
せ
し
め
る
こ
と
X
な
る
し
、
ア
メ
リ
カ
の
手
に
乘
る
こ
と
で
‘あ
る
.と
さ
へ
い
ひ
得
る
。
ア
夕
で
力
の
對
'

.
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日
ス
ト
ッ
ク
減
少
政
策
を
、
そ
の
ま
X
看
過
す
る
こ
と
は
危
險
で
あ
る
。
直
ち
に
、
ス
ト
ッ
ク
の
，增
加
政
策
と
そ
の
保
持
政
，策
を
採
用 

.す
る
と
と
が
必
要
で
あ
る
。
現
在
に
お
い
て
"
そ
の
政
策
を
採
用
す
る
も
の
と
す
れ
ば
、
對
米
ー
戰
ま
.た

恐

る

、

に

足

ら

ず

と

い

ひ

.た 

い
。

そ

の

準

備

は

絕

對

に

必

要

，で

あ

る

。
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.
現
在
の
日
本
經
濟
は
、
.そ
め
消
耗
に
耐
え
得
な
>
點
に
ま
で
來
て
ゐ
な
い
し
、
昭
和
十
五
年
度
に
.お
け
る
繰
り
上
げ
輸
人
呔
相
當
量
- 

に
達
し
て
ゐ
る
も
の
で
あ
る
と
想
像
す
る
o'

も.

レr

現
在
.に

:^
い
て
、
' 經
濟
戰
と
武
力
戰
と
の
綜
合
的
組
織
に
よ
る
.行
動
を
起
し
得
る

も
の
と
す
れ
ば
、
デ
メ
リ
カ
6,經

濟

戰

を

打

倒

し

て
"一

層
の
.打
擊
を
ア
メ
リ
カ
に
與
へ
る
可
能
性
は
充
分
に
あ
る
。
と
れ
に
反
し
て
、
*

•  

. 

. 

. 

• 
•- 

■ 

. 

’ 

.  

t

も
し
、
ナ
.メ
リ
カ
の
ス

'.
h
ッ 

>
減
少
政
策
に
乘
り
て
ハ
こ
‘の
ま
ま
時
日
を
經
過
す
る
.も
の
と
す
れ
ば
、
旣
に
機
會
は
、
わ
れ
わ
れ
.の
：手
、
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平
洋
雜
濟
敏
辑

§

(

l

y x
m)

の
•中
，
f
x 
く
な
る
危
險
距
が
あ
る
。
そ
匕
贮
&
、
，そ

，、
，經

濟

戰

爭

■に

^
け
る
敗
も
重
--

©
な
時
間
と
.消

耗

の

，問

題

が

：
あ

，
る

と

.
>
は

尥

ば

な

: ̂

ぬ

で

あ

ら

ぅ

。

武

力

戰

’
で
あ
る

と

.經

濟

戰.で
’あ
る
と
を
問
は
^
、
'
機
先
を
制
す
.る
と

い

ふ

.こ
と
、は

、

重

襄

歆

上

と

だ

。
'
^
れ
わ
れ
.は
、
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ス
i

ク
と
時
"の
問
題
と
に
關
す
る
精
密
な
考
察
を
必
要
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；

す
る
で
あ
ら
ぅ
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時

代

の

農

村

資

料

の

ぅ

、
ち

比

較

，的

多

く

淺

存

し

て

ゐ

る

も

の

.の

. 
ー_
っ
は
五
入
紐
暇
で
あ
厶
。
又
そ
れ
は
多
く
0
學
#
に
依
っ
て
' 

早
く
か
ら
紹
介
さ
れ
て
ゐ
る
。
從
っ
て
そ
れ
^
基

礎

と

し

て

の

，研

究

も

か

な

り

多

く

發

表

さ

れ

て

ゐ

る

。

穗

積

陳

重

博

七

，
の
.、

「

五

人

組 

制

度

論」

を

始

め

多

く

の

，法

制

史

家

が

こ

れ

を

I

て
ゐ
る
。
殊
に
避
I

 
士
の
勞
作
は
明
か
に
.こ
の
研
究
の
碧
を
提
出
す
I

の 

.で
あ
.る
。
最
近
隣
保
制
度
，の
r>
肆
と
共
‘に
、

再

び

五

人

組

な

る
^,
’の
が

喧

し

く

唱

道

さ

れ

，る

や

ぅ

、に
な
っ
、
た

。
‘又

單

苽

部

人

學

者

間

に 

研
究
さ
れ
て
ゐ
る
.ば
か
り
で
な
ぐ
、
外
國
の
罾

#

に
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つ
て
も
論
著
が
公
に
さ
れ
て
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る
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.の
如
き
は
最
も
新
し
き
例
で
あ
る
。，

,1

し

加

し

こ

れ

ら

の

硏

ギ

が

人

の

も

め

は

い

ふ

''ま

で

/^
な
，ぐ
、
邦
人
の
も
の
と
雖
も
、
な
ほ
五
人
組
帳
に
現
は
れ
た
五
人
組
制
度

' 

I 

♦ 

J 

\

 

7

を
硏
究
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
贺
在
せ
、る
五
人
組
そ
の
：も
"
が

如

何

な

る

：も

の

で
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か
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十

分

に
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